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乙女ゲームのゲームマスターですが、攻略キャラがなかなか恋してくれません！（ヒロインに）
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「森もり結実ゆみ」

　静まり返った講堂で名前を呼ばれ、思わず声は緊張に掠れたものだった。それをからかうように、隣に座る友人が肘でつついた。

「ひゃい」

「そこまでひどくなかったし」

　卒業式が終わってからも友人にからかわれ、つい唇を尖らせる。

「あ～あ。楽しかった短大もこれで終わりかぁ。私派遣だし、先行き不安だぁ。結実はいいねえ」

　私は高校時代からずっとバイトをしていたカフェ〝セゾン〟で、正社員になることが決まっていた。だが、その「いいねえ」には別の意味も含まれていることを知っているので、頷きつつも苦笑を返した。

「結実のカフェ、イケメンいっぱいじゃん。恋に落ちちゃったりとかして」

「それはないなぁ」

　羨ましそうに話す友人の言葉に、私はきっぱりと答えた。

（彼らと恋に落ちるなんて、それはない。絶対に。だって、私は『ヒロイン』じゃないから）

　本当はそう続けたいけれど、なにも知らない友人には言えない。

「え～。なんでよ～。皆すっごくカッコいいじゃん。タイプも違っててさ。あたしマスターみたいな大人の男性って憧れる～」

　友人は恨めしそうに言葉を続ける。この言葉の裏には、これまで何度か紹介を頼まれたのに、私がのらりくらりとかわしてきたことへの抗議も含まれているはずだ。

　友人には申し訳ないが、紹介したところで成就する恋ではない。

　彼らはただひとりの女性を待っている。そして、彼女はまもなく彼らの前に現れるのだ。友人が失恋する姿は見たくないと、私は心を鬼にした。でも、そんな私の心の中も、友人にはわかるはずなどない。

（あ～あ。ゲームマスターなんて、面倒でしかない。どうせなら私も『その他大勢』がよかった……）

　友人に気づかれないよう、私はそっとため息をついた。

「ねえ、なんか食べて帰ろう」

「そうだね～」

　桜の香りを乗せた風が、頬を撫でる。

　見上げた空は青くて、眩しさに目を細めた。

　体全部で感じる、私が生きているこの世界がゲームだなんて、今も信じられない。










　この世界は、【隠れ家カフェは恋模様】という、大人気恋愛ゲームである。

　そんなことを真面目な顔で口にしたら、家族や友人はきっと「なにを言っているんだ。それこそゲームのやりすぎだろう。そろそろ現実を見たらどうだ」なんて言うだろう。私だってそう思った。一体なんの冗談だ、どうかしてる。だって食べたら太るし、寝坊だってする。バスに乗り遅れたり、友達ができたりバイトを始めたり――。これまでしてきた様々な失敗も進学なんかの頭を悩ませた選択も、すべてがゲームの一部だったなんて、信じたくなかった。

　でも残念ながら、これは現実なのだ。

　恋愛ゲーム【隠れ家カフェは恋模様】は、『続編』、『スピンオフ』、『リニューアル』を経て、十年近くも売上ランキング上位を誇る名作だ。

　私、森結実はその作品の『サポート役』として第一作から登場する。『ヒロイン』が最初に出会う同性の友人であり、攻略対象者のデータを『ヒロイン』に与えるキャラクターだ。

　最初の友人であるとはいえ、『ヒロイン』の思考の中心は恋。私は『ヒロイン』の恋の成就のために利用され、時には攻略対象者を優先する『ヒロイン』によって、放置される。それでも私は、報われないと知りつつ『ヒロイン』を全力でサポートする。そして、ここぞという時に攻略対象者とのイベントを発生させる。私はサポートキャラであると同時に、この世界の『ゲームマスター』なのだ。

（虚しい時もあるけど、『ヒロイン』の恋が終わらない限り私も恋ができないからなぁ）

　これからのことを思うと、自然とため息が漏れる。

　友人の言う通り、マスターや同僚たちは確かにイケメンだ。しかもご丁寧に、全員タイプが違う。それもそうだ。彼らは揃いも揃って恋愛ゲーム攻略対象者。ゲームマスターという立場が作用するのか、どんなに魅力的でも私が彼らに恋愛感情を持ったことはない。










　社会人となり初めての出勤日は、慣れた景色さえも新鮮に見える。すべての乗客が乗ったことを確認した後、バスはゆっくりと走りだした。背中に心地よい揺れを感じながらタブレットを操作すると、画面には華やかな容姿の男性たちが現れた。

　目尻の皺が渋い『マスター』黒川くろかわ龍臣たつおみ。

　人懐っこい笑顔が印象的な青年、赤塚あかつか太陽たいよう。

　穏やかな微笑みをたたえた中性的な美青年、白洲しらす奏一そういち。

　冷たささえ感じる視線でこちらを見つめる整った顔の紫藤しどう理人りひと。

　少年っぽさを残したはにかんだ表情が母性本能をくすぐる黄島きじま航太こうた。

　彼らは物言いたげな視線を送ると、背を向けて歩きだす。誘われた先は森の中の一軒家。重厚な煉瓦造りの建物のドアが開いた。

　そこは、郊外の自然公園の一角にある『隠れ家カフェ』。そこでいよいよ恋が動きだす。

　画面がそこで止まると、タブレットをリュックに仕舞う。窓の外を見ると、ちょうど目的の停留所が近づいていた。慣れた手つきで降車ボタンを押すと、バスは大きな自然公園の入り口で止まった。バスを降りるとだいぶ暖かくなった風に髪がそよいだ。公園に足を踏み入れると、広場や池、売店のある中央を避けるように、四季の花々が咲き乱れる庭園に向かった。緑生い茂る庭園の隅に、蔦の絡まる煉瓦造りの一軒家が佇んでいる。その景色がさっき見たタブレット画面と重なった。思わず立ち止まり外観を眺めていると、窓が開いてオーナーの黒川さんが顔を見せた。

「おはよう結実ちゃん、早いね」

「おはようございます！」

　画面上とは違う、温かみのある声に少しホッとして、私は店の勝手口を開けた。

「朝のミーティングまでまだ時間あるのに」

「なんとなく。今日正社員になって初日ですし」

　朝は苦手なはずなのに、今朝はアラームが鳴る前に目が覚めてしまった。慣れた仕事、環境も変わらないのに、少し胸騒ぎがした。バイトから正社員に変わるって、こんな心境になるものなんだろうか。

「そっか。じゃあ早速だけど、これ、スタッフ名簿に入力お願いできるかな」

「はい」

「結実ちゃんが正社員になって、事務作業も手伝ってもらうことになるから、ホール手伝ってくれる子を入れることにしたんだ」

　事務所兼休憩室でパソコンの電源を入れると、黒川さんが白い封筒を差し出した。

　渡された白い封筒には、赤い文字で「履歴書在中」と書かれている。その文字を見て今朝の胸騒ぎの正体がわかり、私の心臓はドキリと跳ねた。

（『ヒロイン』だ！　とうとう『ヒロイン』がやって来る！）

「結実ちゃんが事務もやってくれるようになって、助かるよ。俺、本当にパソコンとか苦手だから」

　申し訳なさそうに目尻を下げると、黒川さんはトレードマークの無精ひげが生えた顎を指で撫でた。これは黒川さんの癖だ。

「正直、今までどうしてきたのかなって思ってました」

「いや、お恥ずかしい」

　軽い口調で会話を続けていても、内心は履歴書が気になって仕方がない。黒川さんに促され、封筒から履歴書を取り出す。手が少し震えたけれど、黒川さんはそれに気づいた様子もなく、懐かしそうに目を細めた。

「まさかここまでお店を大きくすることになるとは、思わなかったよ」

「そうですね」

　黒川さんの言葉に、私も当時を思い出して頬が緩む。






　元々のスタートは、パン職人である黒川さんが始めた小さなベーカリーだった。

　その店舗は私の自宅近くにある商店街の一角にあり、通学路だったことから、高校に入ってすぐアルバイトに応募した。

　パリで修業してきたという黒川さんのパンはすぐに話題になり、イートインスペースを造ったうえ、パンに合うコーヒーを求めて紫藤さんという若手のバリスタを雇った。それが更なる人気を呼ぶと、今度はパンに合う料理、そしてバリスタが淹れたコーヒーに合うスイーツを一緒に楽しめる店が黒川さんの理想になった。

「まさか移転まで考えているとは思いませんでしたけど」

　商店街の店舗では、カウンター四席のイートインスペースが精いっぱいで、黒川さんの理想を形にするには手狭だったのだ。

「俺も、まさか結実ちゃんがバイト続けてくれるとは思わなかったよ」

　夢を実現しようと、黒川さんは郊外にある自然公園の森に隠れるように建っていた一軒家を手に入れ、そこをカフェにしようと改装を始めた。そこは、最初の店舗があった商店街から離れた場所にあり、学生だった私はバイトを辞めることも考えた。

「初めてのバイトで、この仕事に愛着があったんですけど……」

「――けど？」

　思わず口をついて出てきたけれど、その続きを言葉にすることはできない。「美味しいパンがそうさせたんですかね」とごまかすと、黒川さんが白い歯を覗かせて微笑んだ。

　私がこの店に残った本当の意味を知ったのは、新たな仲間にシェフの赤塚さん、パティシエの白洲さん、そして更に後日パン職人見習いとして黄島くんが加わった時。私の中で閉ざされていた記憶の扉が開いた。それは眩暈を感じるほど衝撃なものだった。

（これは恋愛ゲームの世界だ！　私にはここでゲームマスターとしての使命があるんだ！）

　タブレットに入っていた謎のアプリの意味も、突然理解できた。

　バイトを始めてすぐに買った中古のタブレットには、開くこともアンインストールすることもできないアプリが最初から入っていた。

　購入時店頭で動作確認をした時には気づかなかったそのアプリの存在は、はじめは気味が悪かった。けれど自分でスマートフォンをカスタマイズするうちに、謎のアプリの存在は気にならなくなっていた。

　今でもあの瞬間を覚えている。震える指でタップすると、動かないはずのアプリが急に動きだした。目まぐるしく変わる映像には移転オープンしたばかりのカフェが映る。そしてカフェをバックに現れたのは、一緒に働く彼ら五人の姿だった。

　五人の中でも、商店街時代から知っている黒川さんと紫藤さんに関しては、いくつかデータが入っている。だが、白洲さん、赤塚さん、黄島くんに至っては名前のみだった。

（どういうこと？　だって、彼らが攻略対象者ってことは間違いないのに……）

　これでは、ヒロインに情報を与え、ストーリーを続けることができないではないか。と、そこまで考えて、私はハッとある可能性を思いついた。

　黒川さんと紫藤さんの欄に視線を走らせると、黒川さんが年齢、性格に始まり、家族構成、趣味に好きな食べ物まであるのに比べて、紫藤さんの欄は年齢、性格のみと寂しい。これは、私が彼らと知り合ってから自然と得た情報だった。

（え、待って。これ私が自力で集めなきゃいけないの!?）

　このゲームで、私は『ゲームマスター』であると同時に、所謂『初めてできた情報通の友人』という役目がある。恋愛ゲームで序盤に登場する、『やたらと親切で、イケメンの情報を惜しげもなく与え、時には引き立て役になり、ヒロインが友情より恋を優先しても、決して怒らず応援してくれる都合のいい女友達』のことだ。

（なんだ、その女友達って……）

　そんな都合のいい女友達など存在するわけない。それを私が演じなきゃいけないのか――。

　もう絶望しかない……。そう思いながらも、頭のどこかで腑に落ちるものもあった。

　私は、小さな頃から恋だの愛だのといった感情に疎い子だった。

　周りの友人たちに好きな子ができたり、告白したり、彼氏ができたり。そんな光景を間近で見ていても、私自身がそんな思いを抱くことはなかったのだ。もちろん、アイドルや俳優を見て「カッコいい」とか「イケメンだな～」と思うことはある。でも、それ以上の感情を、異性に抱くには至らなかった。

　どちらかと言えば恋に憧れていたし、ドラマや映画を観てときめくこともあった。それでもそこに自分を置き換えることはなかったし、学校で人気のある男子を見てカッコいいと思うことはあっても、それ以上心を動かされることはなかった。友人には不思議がられるし、私自身心がどこかに置き去りになったような気がして、すごく嫌だった。でもこの時になってやっと、その謎が解けた気がした。

　そう、私はヒロインの恋を成就に導くのが役割。このゲームがハッピーエンドとなってからじゃないと、きっと私は自分の恋をスタートすることすらできない。そう理解した私は、その日から彼らの情報収集に精を出した。






　そんな日々を思い出し、履歴書を持つ手に思わず力が入る。この手の中に、運命の『ヒロイン』の情報が入っている。

（頼んだよ、ヒロインちゃん！）

　期待と願いを込めて、えいっと履歴書を開いた。そこにはふんわりした雰囲気の美少女の写真が貼られていた。






　桃瀬ももせ春花はるか。






　今、私のタブレットにも、六人目の登場人物としてヒロイン桃瀬春花の名前が追加されたはずだ。

　やっと、ゲームが動きだす。

「どうしたの。気合い入ってるね」

「えっ？」

　黒川さんが驚いたようにこちらを見ていることに気づき、私は慌てて手を振った。

「な、なんでもないです。新人さん、可愛いなぁって思って」

「え、なになに～？　新人ちゃんが可愛いって？」

　いち早く新人スタッフの話に食いついたのは、店のムードメーカー的存在である、シェフの赤塚さんだった。続いて、白洲さん、黄島くん、紫藤さんも事務所にやって来た。

「太陽さん、可愛いって聞いた途端なにやる気出してんすか」

「うるせえ、航太だってどんな子が来るかってソワソワしてたろ」

　最年少でありながら、先輩の赤塚さんをからかうのは、ホール兼パン職人見習いの黄島くんだ。日頃からこんな感じでやり合っているが、黄島くんも人懐っこい性格ということもあって、テンションが合うのかよくふたりでつるんでいる。

「結実ちゃんの仕事が増えちゃうんじゃない？　僕も手伝うからね」

　新人が増えることで、私の心配までしてくれたのは、パティシエの白洲さんだ。彼は優しく穏やかな性格が姿形にも表れているような人で、店の王子的存在だ。

「――さっさとミーティング始めましょう。今日の予約状況は？」

　場の和やかな雰囲気を変えたのは、私の次に古株のバリスタ、紫藤さんだった。

「ああ、そうだね。ええと今日はね、土曜日ということもあって――」

　黒川さんが今日の予定を話し始め、皆の顔が仕事モードに変わる。私は話に耳を傾けながら、チラリと紫藤さんの横顔を見た。

（問題はこの人なんだよなぁ……）

　新人の話にも乗らずにミーティングを促した彼は、とにかくクール。なまじ顔が整っているだけに、少し冷たさを感じてしまう。赤塚さんたちよりも数年付き合いは長いが、彼の情報はいまだに少ない。

　だが、ゲームではなぜか彼の人気が高いのだ。どう『ヒロイン』を導いたらいいのだろうか。

「じゃあ、今日も一日頑張りましょう。よろしくお願いします」

　開店前のミーティングが終わり、それぞれが持ち場に着く。私はそのまま事務所に残り、備品の発注をしようかと再びデスクに座った。

「おい」

「はい？」

　顔を上げると、紫藤さんがまだいた。いつもはさっさとカウンターに戻るのに珍しい。

「後で新作のドリンク試飲してくれないか？」

「あ、はい。わかりました」

　紫藤さんは時々、新作ドリンクの試飲をこうして頼んでくる。彼が言うには、客の大部分を占める女性の好みを知るには、同じ女性に飲んでもらうのがいいそうだ。

（あ！　そうだ！）

「じゃあ、後で頼む」

「あの！　紫藤さん！　これから新作試すの、新人の桃瀬さんに頼んでください」

「は？」

　怪訝な顔をする紫藤さんに、私はなおも畳みかける。

「紫藤さん、あまりみんなと積極的に絡まないじゃないですか。新人さんとの親睦を深めるためにも、いいと思います」

「俺は、別に誰彼かまわず親しくするつもりはない」

　眉を顰め不機嫌そうに答える。こういうところが彼にはあるのだ。これでは、せっかくの出会いが台無しだ。

「そんなこと言わずに、新人さんは最初緊張してるんですから、美味しい飲み物で気持ちをほぐしてあげてください」

「俺は――」

　なにか言いかけたけれど、ため息をひとつつくと「いいから後でな」と返事も聞かずにさっさと行ってしまった。

　こんな感じで、紫藤さんは春花ちゃんにちゃんとアピールできるのだろうか？　ため息をつきたいのは私の方だ。










　人と親しくなるきっかけは、例えば笑顔だったり、会話だったり、実際に接することだと思う。

　包容力のある黒川さん、明るい赤塚さん、優しい白洲さんに、人懐っこい黄島くん。彼らに関してはなんの心配もしていない。きっとすんなりと春花ちゃんと受け入れ、距離を縮めていくだろう。私は彼らの好感度の推移を見て、彼女に情報を与え、イベントを発生させるだけだ。

　その予想は当たっていて、春花ちゃんの初出勤日で明らかになった。

「初めまして。桃瀬春花です」

　春花ちゃんが可愛らしい声で挨拶し、ペコリとお辞儀をすると、事務所の中で次々とハートが飛んだ。

（えええ……。ハートって可視化されるんだ……。ていうか、みんなチョロすぎません？）

　挨拶しただけで好感度が上がるとは、さすが恋愛ゲームだ。当然、ここから少しずつ上がりづらくはなるのだが、それでもチョロいな、と思ってしまうレベルだ。

　だが、そんな中でも紫藤さんだけはハートを飛ばすこともなく、無表情のままだった。

「……今日の予約状況はどうですか」

　目の前にヒロインがいるというのに、顔色どころか声色すら変えることなく、淡々とミーティングを促した。でも、これもまた想定内。私にも考えがある。

「では、今日も一日よろしくお願いします」

「あの、次の定休日に桃瀬さんの歓迎会やりませんか？」

　店では、季節ごとに限定メニューが登場する。それは料理もデザートも、そしてドリンクやパンもだ。いつもなら、定休日に厨房を借りたり、閉店後にそれぞれ試作品を作ったりしているのだが、その限定メニューの試食会を兼ねて、春花ちゃんの歓迎会を提案したのだ。

　それなら紫藤さんも春花ちゃんと必ず会話をすることになる。

　現時点で、春花ちゃんが紫藤さんを選択肢に入れるかどうかは不明だけど、好感度が上がりやすい最初が大事だと思うんだ。

「いいね。結実ちゃんも正社員になったわけだし、楽しそうだ」

　黒川さんが同意してくれて、三日後の定休日に歓迎会をやることになった。










「わぁ、すごい。みなさんの仲間になれて、ほんとに嬉しいですぅ」

　にっこり笑う春花ちゃんに、彼女を囲む空気が柔らかくなった。

　ホールのテーブルを合わせて、そこにはそれぞれが腕を振るったメニューが並べられた。

「俺のおススメは菜の花パスタ。これ食べてみて！」

　赤塚さんが言えば、それに対抗して黄島くんも「僕、年下だけどホールの先輩だから、なんでも聞いてね」と会話に割り込む。

　困り顔で頷く春花ちゃんに、白洲さんが助け船を出した。

「女の子って、いろいろ少しずつ食べるのが好きでしょ。みっつのスイーツが一皿に載ったスペシャルプレートを考えてるから、食べた後意見聞かせてくれる？」

「はい！　私ピンクが大好きなので、桜のムースとか可愛いなぁって思ってましたぁ」

　この辺り、白洲さんはさすがだ。ちゃんと春花ちゃんの好みや話を引きだそうとしている。感心しながら聞いていると、白洲さんの視線が私に向いた。

「春花ちゃんは、桜のムースだね。結実ちゃんは？」

「えっ？」

「結実ちゃんの意見も聞かせて」

　にっこりと笑う白洲さんの隣で、春花ちゃんがじっとりとこちらを見ていることに気づく。

「ええと～。私は桜パンナコッタかな……」

　最初に食べて、鼻にふわっと桜の香りが広がったパンナコッタを指差すと、白洲さんが嬉しそうに笑みを深めた。

「あ、それ自信作なんだ。さすが結実ちゃんだね」

「あ、あははは」

　マズい。まさか私にまで聞いてくるとは思っていなかったから、思わず正直に答えちゃったけど、どうやら私はこの質問の正解を答えてしまった。乾いた笑いでごまかしながら春花ちゃんを見ると、白洲さんの言葉につまらなそうにそっぽを向いたのが見えてしまった。

（マズいマズい。私が会話に加わってたらダメじゃない。あくまでも主役は春花ちゃんで、彼女とみんなの親睦を深めないといけないんだから）

　時間が経つと、みんな席を移動したり思い思いに動き始めたりした。今、私が席を立っても誰も違和感を持たないだろう。このまま私がテーブルにいては、急に話を振られ、さっきのように失敗してしまうかもしれない。できれば少し離れたところから観察したかった私は、厨房に行くことにした。

　使い終わったグラスや皿を片付けながら、白洲さんと春花ちゃんの様子を窺う。

「あっ、ほんとだぁ。このパンナコッタすごくいい香りがするぅ。でも上に花びらが乗ってるともっと可愛いかもぉ」

　さすが『ヒロイン』、メンタル強い。うっかり私が出してしまった正解に、自分の意見も加えた。白洲さんは穏やかで優しい人だけど、仕事に熱い人で常に新しいアイデアを模索している。こんな風に意見を言う人には興味を覚えるはずだ。案の定、白洲さんの頭上からポコンとハートが飛び出した。

（おお、また好感度が上がった！）

　さっき私が作ってしまった白洲さんと春花ちゃんの間の微妙な空気が変わり、白洲さんが春花ちゃんに興味を持ったことに安堵し、トレーに皿とグラスを乗せると厨房に向かった。

　仲間内という気軽さもあってか、みんなの声も大きくなっていて厨房に入っても会話も聞き取れた。

（これなら、洗い物をしながら様子も確認できるわ）

　グラスを洗い始めると、赤塚さんと黄島くんが、春花ちゃんにバイトに応募したきっかけを聞いていた。

「私の家少し厳しくてぇ。高校生のうちはアルバイトを許してくれなかったんですぅ。でもこの春から進学で一人暮らしを始めたので……」

「大学生なんだ？　大学どこ？」

「一人暮らしなの？　寂しくない？」

　同時に赤塚さんと黄島くんが別の質問をするものだから、春花ちゃんが戸惑ったように口ごもる。

「ええっとぉ」

「ふたりとも、桃瀬さんはひとりなんだから、順番に話をさせてあげたら？」

　黒川さんが苦笑しながら、やんわりとふたりを窘める。ほぼ初対面で学校や一人暮らしのことを詳しく聞かれるのは、さすがに抵抗があるだろう。とはいえ、ふたりは黒川さんの注意など気にしていないみたいで、その後もテンション高くあれこれ質問している。そのうち春花ちゃんもつられて笑顔になっていった。

（ふたりの勢いはちょっと心配になるけど、あの強引なところが良さでもあるから、春花ちゃんが慣れてくれるなら、いい流れだわ）

　赤塚さんと黄島くん、ふたりほぼ同時にハートが飛び出し、少しホッとした。遅れて、黒川さんからもハートが出る。

（よかったぁ。でも一番の問題は紫藤さんなんだけど……）

　グラスを洗い終わり、皿に手を伸ばすと、横からニュッと逞しい腕が出てきて皿を取り上げた。

「おい」

「紫藤さん！　なんでこっちに来てるんですか」

「お前こそ、なにひとりで洗い物してるんだ」

「私はいいんですよ。紫藤さんはこう――」

　危ない。ここに紫藤さんがいることにびっくりして、思わず『攻略対象者』と口走ってしまいそうになった。

　紫藤さんは器用に片眉を上げると、私の顔を覗き込む。

「こう？　なんだ？」

「い、いえ。なんでもないです。それより、向こう行ってくださいよ」

「お前、ほとんど食べてないだろう」

「なぜそれを……うむっ」

　言い返そうと開けた口に、なにかが放り込まれた。

　口の中に、まだほのかに温かいジャガイモのほくっとした食感がした。

「お、美味しいぃ」

「黒川さんの新作だ。新じゃがとアスパラガスのキッシュ」

「え。私が食べたところ、アスパラガスありませんでした」

　紫藤さんの手には、まだキッシュが残っている。それをもらおうと手のひらを出すと、あろうことか、彼は自分で食べてしまった。

「ほんとだ、うまい」

「ひどい～！」

「まだあっちにあるぞ。食べたらいいだろ」

「いや、だから私は――」

　状況を説明できないことが、もどかしくて仕方がない。それよりも、早くみんなのところに戻ってくれないだろうか。これじゃ、紫藤さんの春花ちゃんに対する好感度がいつまで経っても上がらない。

「もしかして、向こうお皿足りてません？　それならこれ持っていってください」

　手を拭いて新しいお皿を数枚押しつけ、代わりに汚れたお皿を奪い取った。

「ほらほら、戻ってください。ホールに入る春花ちゃんとは接する機会も多いんですから、ちゃんと仲良くなっておいてください」

「だから俺は――」

「結実ちゃ～ん。新しいお皿ちょうだい」

　なにか言いかけた紫藤さんの声は、赤塚さんの大きな声にかき消された。

「あっ、今、紫藤さんが持っていきます」

「なぁんだ。紫藤さん取りにいってたんですか？　早くくださいよ～」

　黄島くんに急かされ、紫藤さんはチッと小さく舌打ちすると、ホールへと戻っていった。

　このままで、彼は本当に春花ちゃんと距離を縮めることができるのだろうか。

　少々不安は残るが、洗い物を続けることにした。

（これを洗ったら、テーブルを片付けに行って様子を窺おう。少しは話せてるといいけど……）

　そう思いながらお皿を洗い始めると、シンクに汚れたお皿が重ねられた。置いたのは、紫藤さんだ。

「えっ。わざわざ持ってこなくていいですよ。これ洗ったらまた取りにいきますから」

「いい。手伝ってやる」

「よくないですよ。主役ほったらかしにして、ダメじゃないですか」

「あのなぁ。お前も主役だろうが」

　紫藤さんが呆れたようにため息をつくと、とうとう私からスポンジを取り上げて洗い物を始めてしまった。

　この歓迎会は私の入社記念も兼ねているから、名目上はそうなんだけど、何年もここで一緒に働いている私が、あの場にいなくても特に問題はないと思う。それよりも、ほぼ初対面の春花ちゃんと親しくなってほしいのに、どうしてこの人にはそれが伝わらないんだろう。

　まったく。ため息をつきたいのはこっちの方だ。










　タブレットの画面を見て、私は思わず眉を顰めた。

（紫藤さんの好感度が……まったく上がってない）

　春花ちゃんが店にやって来て、早一ヶ月が経とうとしている。白洲さん、赤塚さん、黄島くんは順調に好感度を上げているのに対して、黒川さんや紫藤さんは、出会いの時に全員が反応したハートひとつから一向に動きがない。

　黒川さんに動きがないのはまだ理解できる。黒川さんは『ヒロイン』と十八歳の年齢差があり、プレイヤーの好みが大きく分かれるキャラクターだから。現に、今回の『ヒロイン』の行動には黒川さんに対する特別な感情は見られなかった。その点、紫藤さんに対してはと言うと……。

　私はホールで食器を片付けながらチラチラとカウンターに視線を向けた。

「休憩中にラテアート教えてくださいよぅ。ハート描きたいんですぅ」

「悪いけど、休憩中は新しいドリンクの試作するから」

　春花ちゃんの甘えるような声にも、紫藤さんはなんの感情も浮かべず言い放つ。

「え～。でもぉ、昨日もそうだったじゃないですかぁ」

　少し不満を乗せ、それでもなお甘ったるい声で言い募る春花ちゃんに、紫藤さんはやっと顔を上げ……私を見た。

「君、ホール担当だろ。テーブルの片付けが先じゃないのか。先輩に全部やらせるつもり？」

　その言葉に春花ちゃんは驚いたようにこちらを振り返ったが、驚いたのは私の方だ。

　なかなか縮まらないふたりの距離を心配してこうして様子を見ていたけれど、私の意識は完全に傍観者だった。彼らは『メインキャスト』で、私は舞台の端で時折決まった台詞を呟くエキストラのようなもの。それが突然舞台の中心に引きずり出されたら驚く。

「えっ。こっちはぜんぜん、ひとりで、うん、大丈夫！」

　彼らの会話に聞き耳を立てていたこともあって、後ろめたい気持ちになった私は、食器を載せたトレーを持って慌てて厨房に入った。

　厨房に入ってしまうと、並びにあるドリンクカウンターの様子は見えなくなってしまう。奥では繋がっているから、そこに行けば探れないこともないけれど、そうまでするのはさすがに怪しいだろう。

（でも気になるなぁ……。紫藤さんはどうして春花ちゃんにあんなにそっけないんだろう）

　春花ちゃんの行動から見ても、彼女は紫藤さんを気に入っているのは間違いない。

「今日は大事な日なのになぁ……。もう少し距離が縮まっているはずだったのに……」

「なんの？」

「うひゃあ！」

　後ろから急に声をかけられ、危うく持っていた食器を落としそうになった。

「おっと、危ない」

　とっさにトレーを押さえてくれたのは、白洲さんだった。

「ありがとうございます」

「結実ちゃんがトレー持ったままぼんやりしてるなんて、珍しいね」

　そう言いながら私からトレーを取り上げる。白洲さんはいつもこんなふうにさりげなくフォローしてくれる。中性的な見た目の雰囲気そのままの細やかな優しさは、個性の強い『キャラクター』が多い中、彼の存在は癒やしだ。実際、ゲームでも一番人気で、春花ちゃんも紫藤さんに対してと同じ位積極的にアピールしている。

（でも白洲さんの好感度は順調に上がってるのよねぇ……）

　春花ちゃんの甘えたような言動も、面倒見の良い白洲さんにはほどよい距離感なのかもしれない。紫藤さんと白洲さんはこのゲームの二大人気キャラでありながら、タイプが真逆ということもあって、ふたり同時攻略は難しい。でもそれがこのゲームがロングセラーを続ける要因にもなっている。

（だから一方の好感度だけが上がりやすくなるのもわかるんだけど……）

　それにしても紫藤さんの反応が悪すぎる気がする。

　春花ちゃんを見る限り、ふたりにほぼ同じアクションを起こしている。結果的に白洲さんの好感度は上がっていて、紫藤さんは反応がない。まだゲームは始まったばかりで比較的好感度は上がりやすいにもかかわらずだ。

（なかなかイベント発生させられないなぁ…）

　私のゲームマスターとしての役割は、『ヒロイン』に攻略対象者の情報を与えるだけではない。

　与えた情報によって攻略対象者の好感度が上がると、個別で好感度を上げられる『イベント』を発生させることができる。その『イベント』をこなすことで、特定のキャラクターとより親密になる『個別ルート』へと進む。複数と満遍なく好感度を高めていく『逆ハールート』もあるが、いずれにせよ親密になるには『イベント』が必要で、私は条件をこなしたかどうかを見極め、『イベント』を発生させる役割も担っているのだ。

　赤塚さんや白洲さん、黄島くんとはそれぞれ『一緒に買い出し』『駅から一緒の通勤』『オフでばったり』というイベントをこなしている。それは、個別イベントが発生させられるほど順調に好感度が上がっていたということになる。そんな中での紫藤さんの反応の鈍さに、正直私は焦っていた。

「どしたの、難しい顔して」

　すぐ近くで気遣うような優しい声がして顔を上げると、身を屈めてこちらを見つめる白洲さんの顔が間近にあった。

「えっ」

「いつも明るくてしっかりしてる結実ちゃんが。なにかあった？」

　言葉と同時に、私の頭にポンと優しく白洲さんの手のひらが乗る。

　そうだった、私は今、白洲さんと話をしていたんだった。

「な、なんでもないです」

「本当？　話してる途中に意識がどっかいっちゃってたよ。僕でよかったら聞くけど」

　頭に乗った手が、何度かポンポンと優しくバウンドした。

（まさか、紫藤さんの好感度が上がらなくてイベント発生できないんです～なんて言えないよ）

「なにしてるんだ」

　冷たい声が聞こえ、私は思わず口をつぐんだ。

　声のする方を見ると、こちらに向かってくる紫藤さんと、その後を追う春花ちゃんが見えた。

（様子見たいなって思ってたら来た。一緒ってことは、なにか進展があったのかな？）

　そんなことを思っていると、紫藤さんはこちらをじっと見据えものすごいスピードで近づいてくる。そして白洲さんと私のすぐ傍までやってくると、いきなり手を伸ばしてきた。その勢いに驚いて思わず目を瞑ると、再び冷たい声が響いた。

「なにしてる」

　頭の上にあった感触が急になくなり、白洲さんの手が外されたのに気づく。

「痛いよ。離してくれる？」

　普段は穏やかな白洲さんの声が硬化したことに驚いて目を開けると、目の前で紫藤さんが白洲さんの手を掴みあげていた。

「なにしてるって聞いてる」

「ええ！　ちょっと、なにしてるんですか！」

「それはこっちの台詞。なにやってたんだ？」

　私の質問に応えてはいるけれど、冷たい視線は白洲さんに向けられたままだ。

「結実ちゃんが悩んでるようだったから、聞いてたんだよ」

「悩み？」

　急に話の矛先をこちらに向けられ、私は首をブンブン横に振った。

　ここで紫藤さんの好感度上がらなくて悩んでますなんて、言えるわけがない。

　返事を拒否したことが面白くなかったのか、紫藤さんの不機嫌全開の顔に、更に眉間の皺が刻まれた。

（なんで睨むんですかっ！）

「紫藤、そっちこそ春花ちゃんとなにしてたの」

　紫藤さんの振る舞いにも白洲さんは動じた様子がなく、冷静に問いかける。

「俺はなにも――」

　言いかけた紫藤さんの言葉にかぶせるように、春花ちゃんが驚くべき言葉を発した。

「紫藤さんに新しいドリンクの試飲を頼まれてぇ」

　まさか、私がここでぼんやりしている間に、ふたりは距離を縮めたということなのだろうか。ぼんやりしていないで、さっさとふたりの様子を見にいけばよかった。

「春花ちゃんには、僕も新作の試食を頼んでいたんだけど」

　白洲さんの声はまだこわばったままだ。

　そうか、だから白洲さんは厨房にいたんだ。春花ちゃん、まさか白洲さんとの約束を忘れてたのかな。それとも、覚えていたけどなかなか進展がなかった紫藤さんの気持ちが動いたと判断して、そちらに乗り換えたか……。どちらにしても、ここはちょっとした修羅場だ。

（修羅場――あっ！　これは！）

　三人の姿が急に遠く見えて、少女漫画風のイラストが彼らの上に重なった。その瞬間、ぱぁっと花びらが舞ったような錯覚が起こり、私の勘は確信に変わった。

（イベント発生の条件が揃った！）

　残念ながら個別イベントではなく全員参加のイベントだけれど、これは確実に一歩進んだということだ。とにかく、早くタブレットを確認したい。それなのに、なぜか白洲さんは意味ありげな視線を私に投げかけほんの少し口角を歪めた。

「理人が試飲頼むなんて、結実ちゃんだけだったじゃない。そんな誤解を招くようなことしちゃって大丈夫？」

　こんな皮肉な物言いをするなんて、白洲さんらしくない。そもそも誤解って一体なんのこと――と考えて、ハッと思いついた。

（嫉妬!?　白洲さん嫉妬してるんだ！　そっか、急に紫藤さんが春花ちゃんに興味を示したから）

　いきなりの激アツ展開に、私は悶えそうになった。

「俺は別に頼んだわけじゃない。暇なら飲むかって言っただけだ。大体、お前がそう言って――」

　大丈夫、私が遭遇してしまったものだから居心地が悪いのかもしれないけれど、私は『ゲームマスター』だから大丈夫……なんてことは言えないので、別の提案をすることで『ストーリー』を進めることにした。

「せっかくだから、両方試してもらったらいいじゃないですか。スイーツと飲み物はセットで注文するお客様が多いんですから」

「じゃあ、結実ちゃんも食べる？」

　私の提案に気を遣ったのか、そう誘ってくれた白洲さんには申し訳ないけど、私はすぐにでもタブレットを確認したい。

「いえ、せっかくですけど。えっと、備品！　備品発注確認しないといけないので！」

「おい！」

　紫藤さんがまだなにか言いかけていたけれど、私はその場を離れた。

　事務所に戻ると、逸る気持ちを抑えてタブレットを取り出す。

「……あった！」

　イベントのところに、『ＮＥＷ！』の文字が点滅している。タップすると、紫藤さんが関連するイベントが発動できるようになっていた。

　条件は、『嫉妬』。

　他の攻略対象者と春花ちゃんを挟んで取り合うような場面になることだった。さっきその条件をクリアしたことで、このイベントが解禁されたんだ。

（ということは、紫藤さんの好感度も上がってるはず）

　期待に胸を膨らませて『キャラクター』から紫藤さんをタップする。でも、紫藤さんの好感度は相変わらず初日のハートひとつで止まっていた。

「え？　なんで？」

　好感度が上がっていないのに、イベントが解禁になったとはどういうことだろう。

　イベント発生の条件で想定外のことがあったとすれば、その場に私が居合わせてしまったことだ。でもそれはまったくの偶然なのだから仕方がない。

（このままイベントを発動したらどうなるんだろう）

　胸に違和感を抱え、少し躊躇したけれど、大きく息を吐いて思い切ってイベントの発動をタップした。

（どうか、どうか事がうまく運びますように！）










　翌日、夜の営業時間もまもなくという、ホッとした空気が店に漂った頃だった。

　カラン、と軽やかなカウベルの音が響く。

「いらっしゃいませぇ。おひとり様でいらっしゃいますかぁ？　お席ご案内しますぅ」

　俯き加減に入ってきた男性客が、春花ちゃんの明るい声につられるように顔を上げた。

（あ、彼だ）

　ホールの奥にいた私の胸がトクンと鳴った。

　今現れた男性客は、昨日発動させたイベントの最重要人物だ。

　春花ちゃんを気に入った男性客が、食後のコーヒーを持ってきた春花ちゃんを閉店後デートに誘う。それを春花ちゃんが断るが、彼はなかなか引き下がらない。そこに今回、攻略対象者がそれぞれの方法でトラブルを解決しようとする。そこにはもちろん、紫藤さんだって参加するのだ。

　うまくいくだろうか。店内の時計に視線を走らせる。まもなく閉店時間だ。そろそろ女性二人組の客が帰り、客はその男性客のみとなる。そこでコーヒーを追加するため、春花ちゃんを自分のテーブルへと呼ぶのだ。

「そろそろ行こうか」

「そうだね」

　女性たちが席を立つ。春花ちゃんがイベントに専念できるよう、私は先回りするようにレジカウンターへと入った。イベントは発動させても、なにかのタイミングで『キャラクター』がイベントをスルーしたり違う動きをしたりすることで、不発となってしまうことがある。それが原因での紫藤さんのこの好感度なら、私が『不発フラグ』を回収していくしかない。

「ありがとうございます。お会計はご一緒でよろしいですか？」

「別々で」

「あっ、私コーヒー豆が欲しいんですけど。挽いてもらえますか？」

　私は口角が引きつりそうになりながらもなんとか笑顔を作ると、「かしこまりました。少々お待ちくださいね」と応えた。

（せっかく春花ちゃんをレジから遠ざけたのに～！　よりによってコーヒー豆を買うだなんて……）

「なに～？　あんた、コーヒーそんなに好きだったっけ？」

「ここのバリスタ、めっちゃカッコいいんだって」

「なによ、目的はそっちなわけね？」

　声を潜めてはいるけれど、ふたりの会話はしっかり私の耳に届いていた。

（そうですよね～。でもそれ、なにも今日じゃなくても……）

　女性たちに背を向けた私は、きっとひどい顔をしていたんだろう。黄島くんが驚いたようにこちらを見ていた。

　コーヒー豆を挽く仕事は、バリスタである紫藤さんの担当だ。コーヒーのこだわりが強い紫藤さんは、豆の産地や種類など、発注からすべて自分でやっている。それを知る彼のファンの女性たちは、今日の女性のようにコーヒー豆を購入したり産地の特徴を勉強したりして、彼に近づこうと努力している。

　彼がゲームのキャラクターで、ヒロインは決まっているということを、その他大勢の『モブキャラ』であるお客さんたちは知らない。実るはずのない恋のために努力している姿は、少し心が痛むものだ。

（でも今日は別～！　紫藤さんにはさっさと挽いてもらわなきゃ）

「紫藤さん、お客様がコーヒー豆の購入をご希望です」

「わかった」

　紫藤さんが出ていくと、女性たちの顔に笑みが広がった。それに対して、紫藤さんは接客をしているというのに無表情のままだ。だが、そんなクールさが良いらしい。女性たちは一生懸命なにか話しかけているが、紫藤さんは手を止めることなく、淡々と応える。

（一体、紫藤さんが恋をしたら、どうなるのかしら……）

　ふと私の頭にそんな疑問が浮かんだ。

　笑いかけたりするんだろうか。顔を赤らめたりするんだろうか。

　そんな甘さを含んだ顔は見たことがない。それを思うと、昨日の紫藤さんの姿は貴重だったかもしれない。

　少し怖いと思うほど冷たい声で白洲さんに詰め寄っていた。春花ちゃんが自分より先に白洲さんと約束をしていたことへの嫉妬。いつもクールな紫藤さんがそんな一面を見せるんだ。きっと春花ちゃんには、甘い表情も見せるんだろう。

（ちょっと興味あるかも）

　それには、早く春花ちゃんに対する好感度を上げてもらわないと。

「紫藤さん、お会計私がやりますね」

「ああ、頼む」

　ここにいられては、男性客のトラブルに出遅れちゃう。早いところ定位置に戻ってもらわなくては。――と思ったのに、なぜレジカウンターから動かないのか。

　先ほど女性客たちは帰っていった。私が会計後の片付けをしていても、隣に立ったままだ。

「あの、戻ってもらっても大丈夫ですよ？」

「テーブルの片付け手伝う」

　そう言うと、トレー持ってさっさとホールに向かう。

「えっ。大丈夫ですよ。ひとりで」

　まったく――小さくため息をつくと、私もトレーを持って後に続いた。

　どうしてこの人は、予定外の動きをするんだろう。春花ちゃんがあんなにアピールしているのに、まさか気づいていないんだろうか。こうなったらさっさと片付けてしまった方が早い。と思っていると、カチャン、と陶器がぶつかる音がした。

「は？　なんだよ、オマエ」

　音がした方を見ると、いつもニコニコの黄島くんが険しい顔をしながら男性客に向かって言った。

「お客様、乱暴はやめてください」

「オマエがイチャモンつけてんだろ？」

「ご、ごめんなさい……あの、私……」

　黄島くんの傍で身を縮こまらせていた春花ちゃんが、震える声を絞り出す。

（うわぁ、もうイベント始まってる！）

　紫藤さんを見ると、チラリと騒動に目をやっただけで、また淡々と片付けを始めた。

「あの、紫藤さん助けに行かないんですか？」

「あいつらがいるだろ」

　顎でクイッと奥を示すと、厨房から赤塚さんが出てきたところだった。

「春花ちゃん！　大丈夫!?」

「なんだよ、アンタたち。大げさなんだよ。ちょっと可愛いねって食事に誘っただけだろ」

　男はふてくされたように口を尖らせている。

「彼女の手を掴んだじゃないですか！」

　黄島くんの声も固い。どうやら先ほどの音は、カップを置いた時に男が春花ちゃんの手を掴んだために聞こえたもののようだ。黄島くんは新人である春花ちゃんのフォローをしているため、それを目撃したんだろう。いつも天使のように明るい笑顔で人気のある黄島くんが、嫌悪感を露わにしている。

（これじゃ逆効果だ……）

　こんなに臨戦態勢では、相手の態度は硬化するだけだ。それに、黄島くんの熱量が伝染しそうな人がいる。

「はぁ？　カップが不安定だったから助けただけだろーが」

「どんな理由であっても、いきなり女性の手を掴む行為は止めてください！」

　黄島くんの興奮が伝わったのか、赤塚さんまで緊張した面持ちで厳しい言葉を突きつける。普段から元気印で声が大きい赤塚さんが声を張り上げると迫力がある。私には聞き慣れた声だけれど、その口調に心がザワザワと波立った。ますます重くピリピリと張りつめた空気になり、私は助けを求めようと紫藤さんを見る。

「紫藤さん、この場を収めて……って、ええっ？」

　振り向いた先にはもう紫藤さんの姿はなかった。食器をトレーに載せ、さっさと厨房に向かっている。

（あり得ない！　ここは参戦してもらわないと困るんですけど！）

「紫藤さん！　ちょっと待ってください！」

　残った食器を急いでトレーに載せ、紫藤さんの後を追った。

「ん？　食器まだ残ってたか？」

「いえ、それは大丈夫です」

　大丈夫どころか、大きく重いお皿や繊細なカップはすでに紫藤さんが運んでくれていて、私はレモンウォーターが入っていたグラスだけだった。でも、今はそんなことを言いたいのではない。

「あちらのお客様をなだめてくださいよ。黄島くんも赤塚さんも気持ちが昂ってしまっていて、かえってお客様を刺激してしまいます」

「ひとりのお客様に対して、こちらがあまり大人数で行くべきじゃない。ここはオーナーが出るのが一番いいだろう」

　相変わらずの落ち着き払った態度でチラリとホールに視線をやると、奥のスタッフルームに向かった。スタッフルームには今黒川さんと白洲さんがいる。ホールの騒ぎは聞こえていないようで、ドアは閉ざされたままだ。

「えっ？　紫藤さんは行かないんですか？」

　私の言葉には応えず、ドアを軽くノックする。

「黒川さん。最後のお客様の対応お願いします」

　そう言うと、ホールで見た出来事を端的に淡々と説明する。

（嘘でしょ。この人本当にイベントに参加しない気だ）

「うるせぇな！　俺は客だぞ！」

　ホールから聞こえた大声に、心臓がドクンと跳ねる。

（どうしよう、どうしよう……！）

　紫藤さんの誘導に失敗したとなっては、このトラブルの中厨房にいていいのかと、ソワソワしてしまう。大切なイベントではあるけれど、そんなことはみんなは知らない。みんなにとっては店のトラブル。私も店のスタッフとして、ホールの様子は気になる。

「わ、私ちょっとホール見てきます」

　踵を返し小走りでホールに向かう私の背に、少し焦りを含んだ声が飛んできた。

「お前は行くな！　危ないだろう！」

　私がその声を無視すると、背後でチッと舌打ちする音が聞こえ、苛立ったような足音がそれに続いた。そうだ、このままついてきたら、紫藤さんもホールの騒ぎに関わらざるをえなくなる。よしよし、と心の中でガッツポーズをしてホールに足を踏み入れた私に向かって、カップが飛んできた。

「えっ……」

　突然のことで避けられるわけもなく、恐怖から目をギュッと閉じると、グッと右肩が強い力で掴まれた。次の瞬間、しぶきがかかるのを感じ、続いてガチャン！　と耳障りな音が響く。恐る恐る目を開けると、私の目の前に逞しい腕があった。

「……え？」

「大丈夫か!?　熱くないか？」

　掴まれた右肩に力が込められ、ハッと我に返る。

　目の前にあったのは、後ろから伸ばされた紫藤さんの腕だった。その腕に飛んできたカップが当たったようで、床に落ちて割れていた。カップにはコーヒーが残っていたため、しぶきが散ってそれが私にもかかったようだった。

「だ、大丈夫です。すみませ――どうしよう！　大丈夫ですか？」

　袖をまくり上げ露出していた前腕部分が赤くなっている。それを見た私は血の気が引く思いだった。黒川さんと紫藤さんのこだわりで作られたカフェオリジナルのカップは、ずっしりと重みのあるものだ。あれがぶつかったのなら、数日は青あざが消えないだろう。

（どうしよう！　サポートする側の私が『主要キャラ』に怪我をさせてしまった！）

「ななななな、なんてことしたんですか！　腕が赤くなってるじゃないですか！」

「こんなの、どうってことない。お前は？　火傷はしてないか？　割れた破片は当たってないだろうな？」

　紫藤さんは肩を掴んだまま私の前に回り込んで私の体をざっと確認し、視線を上げると顔を覗き込む。目の前に上がってきた涼しげな瞳が細められた。

「……ついてる」

　私の頬に飛び散ったコーヒーを、紫藤さんが親指でそっと拭い取る。そしてホッと息をついた。その吐息が私の前髪にかかる。

「だいぶ冷めてるな。よかった」

　私は信じられない思いでそれを見ていた。

（それは！『ヒロイン』にすることでしょ！　この人なにしてるの!?）

「私のことなんて放っておいて大丈夫ですから、それよりあっちを――」

　トラブルを起こした男性のテーブルを指差すと、驚愕で言葉が途切れた。

　指差した先では、黒川さんが男性と話し、帰るよう促しているところだった。

「――店内には防犯カメラも設置しております。すぐに確認いたしますが、お客様の主張と食い違っているようですので、ご同席願えますか？」

「……こんなとこ、二度と来ねえよ！」

　男性は捨て台詞を吐き、乱暴な手つきでドアを開けるとあっという間に店から出ていった。

（……嘘でしょ。せっかくのイベントが……終わっちゃったじゃないの！）

「ごめんなさぁい。私があんなに驚いたから逆上させちゃってぇ……」

「春花ちゃんが謝ることはないよ。僕たちがあの男の様子にもっと早く気づくべきだった。怖かったろう、ごめんね」

　涙を浮かべる春花ちゃんの肩に白洲さんが腕を回し、慰めている。

「白洲！　お前手ぇ離せよ！」

　白洲さんの行動に気づいた赤塚さんが激しく抗議した。それに黄島くんも追随する。

「白洲さんずるいですよ！　後から出てきておいしいとこ取って！」

　ギャンギャン文句を言う赤塚さんと黄島くんに、春花ちゃんは大きな瞳に涙を浮かべてふたりの方を向いた。

「ふたりとも、ありがとう。怖かったから、すぐに駆けつけてくれてすっごく嬉しかったぁ」

　春花ちゃんの言葉に、ふたりから一気に棘が抜けた。涙を浮かべながら赤塚さんと黄島くん、きちんと交互に見つめる春花ちゃんは、さすがの『ヒロイン』っぷりだ。

「これくらい、当たり前だよ！」

「赤塚さんずるいですよ！　なにかあったらすぐに俺を呼べばいいからな！」

　張り切って言う赤塚さんと黄島くんの後ろ姿に、嬉しそうにブンブン尻尾を振るワンコの姿が重なった。そんなふたりに、落ち着いた、でも冷たい言葉が投げかけられる。

「赤塚と黄島は事務所に来なさい。いくら桃瀬さんが困っていたからと言って、あんなふうにお客様に対して初めから強く出るのはいけない。かえって刺激してしまうし、お客様も頭に血が上ってしまったらなかなか引けないものだ。まず落ち着いて頂くのが君たちの仕事じゃないか」

　黒川さんに諭されしょんぼりと肩を落としたふたりは、ブンブン振っていた尻尾も垂れ下がって黒川さんの後に続く。普段は優しく気さくな黒川さんだけれど、スタッフの教育は厳しい。ふたりにはお説教が待っている。

（あぁ……イベントが終わっちゃった……）

　なかなか心臓に悪いイベントだったけれど、『ヒロインのピンチに遭遇』系は、好感度の上がり方が凄まじい鉄板イベントだ。現に、トラブルが収束して客の男が帰る頃になるとさっきまでの緊迫した雰囲気はどこへやら、私の目にはハートが乱れ飛んでいるのが映り、もはや誰のハートがどれなのかわからないほどだった。

　そんな中、ただのひとつもハートを飛ばしていない人がいる。

（今からでも春花ちゃんを慰めに行ってくれないかなぁ……）

　ハァ……と小さくため息をつくと、割れたカップを片付けようとしゃがみ込んだ。ソーサーごと投げつけたようで、粉々に砕けている。これは掃除に時間がかかりそうだ。

「触るな。怪我するぞ。掃除機持ってくるから」

「こんな大きな欠片掃除機が壊れちゃいますよ」

　とはいえ、私も慎重な手つきで大きな欠片から拾い始めた。知っていて起こったトラブルとはいっても、やはり男性の怒鳴り声は心臓に悪い。まだ気持ちがザワザワするし、カップが飛んでくるというハプニングもあって、手が少し震えていた。そこに、白洲さんの声が聞こえてきた。

「春花ちゃん、美味しいスイーツ作ってあげる。気持ちが落ち着くよ」

「白洲さん……」

　しゃがんでいるから見えないけれど、きっとまたハートが飛んでいるんだろう。白洲さんは順調に好感度を上げて春花ちゃんとの距離を縮めている。

（紫藤さんも、なにかやってくれれば……。あ、そうだ！）

「紫藤さんも春花ちゃんにコーヒー淹れてあげたらどうですか？」

「は？　なんで俺が」

　結局一緒に欠片を拾っていた紫藤さんにそう言うと、疑問形で返された。

「今白洲さんが、春花ちゃんの気持ちを落ち着かせるために、スイーツを作るみたいですから。さっき言ってたじゃないですか」

「聞いてなかった」

「はぁぁ？　ちょっと！　なんなんですか、もうちょっとこう、協力的になってくれても……」

　思わず口走った言葉にハッとし、慌てて口をつぐむと、指先に鋭い痛みが走った。

「――痛っ!!」

　引っ込めた指を見ると、指先にできた細長い線から、プクッと血が浮き出るところだった。

（あ～、やっちゃったなぁ）

　なんて思っていると、手首をグイッと強い力で掴まれた。

「えっ？」

「なにしてる、早く来い！」
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　そのまま引っ張り上げられて立ち上がったけれど、勢いがよすぎてつんのめってしまった。転びそうになったところを、手を掴まれたままもう片方の手が肩に回り支えられた。

「まったく、危なっかしいな」

「ありがとうございま、す？」

　転びかけたのはこの人のせいだと思うんだけど……と思いながらもお礼を言ったけれど、これじゃまるで抱きかかえられているみたいじゃない。

「あの～……どちらへ……」

「傷の手当てに決まってるだろ。だから素手で拾うなと言ったのに」

　そのままずんずんと歩いていく紫藤さんの歩幅に小走りになりながら、なんとかついて行く。

「あの、自分でできますから」

　私の訴えは、完全スルーされてしまった。

　厨房で驚いたようにこちらを見る白洲さんと春花ちゃんを通り過ぎ、黒川さんが赤塚さんと黄島くんを説教している事務所のドアをノックすると、返事を待たずに開けた。

「すいません、負傷者が出たので救急箱貸してください」

　大した怪我ではないという私の言葉はまたもスルーされ、事務所のドアは閉められた。

　この時私は、大げさなことになっちゃったなぁ～なんて考えていたから、厨房に入った時から睨みつけるような視線を春花ちゃんが向けていたことに、全然気づかなかった。
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　指先の怪我もすっかり塞がったある日の朝、いつも通り早く出勤した私は、店の前に春花ちゃんがいることに気づいた。

「おはよう、春花ちゃん。今日は早いのね」

「おはよう。ちょっとね、今日はぁ結実ちゃんに相談したいことがあってぇ」

（キ、キタ!!）

　春花ちゃんの様子を見て、私の中に緊張が走る。

　これまでも『サポート役』として、『攻略対象者』の情報は伝えてきた。性格や、好きな話題、好きな女性のタイプなど、日常会話に織り交ぜながら、いろいろな話をしてきた。でもこんなふうに改まった場を設けたことはない。

「そ、そっか。中に入る？」

　その誘いに、春花ちゃんは静かに首を振る。

「マスターと黄島くんがもう来てるから、ちょっと話しにくいなぁ」

　黒川さんは毎朝早くに店に来てパンを焼く。パン職人見習いの黄島くんも、週末パンを焼く量が多い時は早く来ているんだった。そんなふたりがすでに出勤していることもあって、外で待っていたらしい。

「じゃあ、公園の方に行こうか」

　春花ちゃんが頷いたので、公園のベンチに向かって歩いた。

（なに相談されるんだろう……って、きっと紫藤さんのことだよね～）

　どう答えたものか……。なにせ、私にとっても紫藤さんは謎だ。『攻略対象者』のひとりでありながら、なぜか彼だけがイレギュラーな動きをする。他の『攻略対象者』と同じ情報をこれまでも伝えてきたのに、どうして彼だけが予想外の動きをするのだろう。彼の行動は、まるで『ヒロイン』に興味を持っていないようだった。

（どうして？　彼がそんなふうに振る舞う理由って他になにかあるのかしら）

　お互いなにも話さず、私も思考の海を漂っていると、春花ちゃんが突然口を開いた。

「結実ちゃんってぇ、紫藤さんと付き合ってるの？」

「はっ？」

　あまりに突拍子もない質問に、思わず素っ頓狂な声が出た。

「ない！　ないないないない！　それは絶対ない！」

「でもぉ……この前結実ちゃんがカップで指を切った時の雰囲気、ちょっと特別に見えたなぁ」

「それは、素手で拾うなって言われたのに、その忠告を聞かなかったからよ」

「ほんとにぃ？」

　立ち止まり、振り返りざま上目遣いに見つめてくる春花ちゃんは、同性の私が見ても可愛い。

「ほんとに！　だからあんなに怒らせちゃって」

　と言うと、春花ちゃんはやっと納得したようだった。

「じゃあ～、協力してくれる？　春花ね、紫藤さんが好きなの」

（いきなり核心キタ！）

「もちろん！　もちろんだよ！　協力する！」

　春花ちゃんの告白に私のテンションは爆アガリで、春花ちゃんの手を握った。

「本当に？　嬉しい～」

　にっこにこで私の手をブンブン振る春花ちゃんの声が、ワントーン落ちた。

「じゃあねぇ。春花、紫藤さんとふたりきりになりたいなぁ。結実ちゃん、叶えてくれるよね？」

　さっきまで弧を描いていた目はもう笑っていなくて、私をじっと見据えていた。

「う、うん。頑張るね」

　春花ちゃんの目はすぐにまた細められ、さっきのは夢だったかなと思うほどだった。

（それにしても……）

　足取りも軽やかに店に向かう春花ちゃんの後ろを歩きながら、作戦を練った。

　イベントを発動させるには、ある一定の条件が必要だ。とはいえ、ここは『ゲーム世界』でありながら、現実世界でもある。現実世界では、好感度だけが高くてもすんなりストーリーが進んでくれない。タイミングや関係性、ほんの少しの判断のズレがイベントの結果を変えてしまう。特に、そういう意味で今一番厄介な存在なのが紫藤さんだ。その紫藤さんをイベントにきちんと登場させなければいけない。これまでは散々スルーされたけれど、毎回毎回してやられるわけにはいかない。

　今回の『ヒロイン』は、紫藤理人を選んだ。

（よし！）

　パン、と両頬を叩き気合いを入れた。






　とはいえ、そんなに簡単に発動できるほど恋愛ゲームは簡単ではない。

　無駄に白洲さんと赤塚さん、黄島くんの好感度を上げてしまったばっかりに、その三人が春花ちゃんの周りにいることが多いからだ。三人がそれぞれお互いを牽制し、春花ちゃんと少しでも長く過ごそうと動くので、春花ちゃん自身がひとりになるタイミングがない。今も白洲さんが春花ちゃんにつきっきりで、スイーツの盛り付け方を指導している。その姿は指導というよりイチャついているようにしか見えない。

「えっ、やだぁ。うまくできな～い」

「ここでちょっと急いじゃうね。もっとゆっくりでもいいんだよ」

　ケーキのプレートにフルーツソースやチョコレートソースで花びらのような模様や、メッセージを書けるようにしておかなければならない。

（でも私の時はこんなに甘ったるい雰囲気の指導じゃなかったけど）

　思わず自分の時と比べて苦笑が漏れる。今、白洲さんは春花ちゃんを後ろから抱き込むような体勢で右手に自分の右手を添えて、プレートに文字を書いていた。

「ホラ、こんなふうに」

「すごぉい！」

　これではまるで恋人同士だ。春花ちゃん、本当に紫藤さんが本命なのだろうか。

「……い。おい！」

「はいっ！」

　ふたりの様子を気にしていたら、紫藤さんが呼んでいる声に気づけなかった。

「すいません、なんですか？」

「今日新しいコーヒー豆が入荷するんだろ？　って聞いたんだ。――なに見てる？」

「いえ、なにも。え～っと、はい。今日届きますけど、確か閉店後ですよ。黒川さんが受け取ってくれるって聞いてます」

　ふたりの様子を窺っていたことがなんだか気恥ずかしい。紫藤さんの関心を逸らすために仕事の話をしたのに、紫藤さんはそれに乗ってくれなかった。

「白洲を見ていたのか？」

「いえ……。そういうわけじゃ……」

「あのふたり、仲いいな。付き合ってるんじゃないか？」

「それはないです！」

　思わず強く言い返してしまい、慌てて口をつぐむ。

「どうしてお前が否定するんだ？」

「いや……それはちょっと飛躍しすぎてるんじゃないかなぁ～って……」

　するとなぜか紫藤さんは難しい顔をして私を見下ろした。

「否定したい理由が、なにかあるのか？」

「ええと……それは……」

　どう答えようか迷っていると、黒川さんが顔を覗かせた。

「すまない。ふたりとも事務所に来てくれないか」

「はいっ」

　この会話から離脱できることにホッとし、急いで事務所に向かう。その後ろで、紫藤さんはまた白洲さんたちを見ていたことを私は知らなかった。






「すまないが、どちらか今夜届くコーヒー豆の受け取りをお願いできないかな。今日公園の管理会社と会合があることを忘れていたんだ」

　カフェの建物が建っている公園には、他にも温室や小さなコンサートホールがあり、定期的にオーナーが集まっての会合が開かれる。黒川さんはそれを失念していたと言う。

「わかりました。俺が受け取ってから店閉めますよ」

「そうか。じゃあ、頼む」

　紫藤さんが閉店後店に残る……これは、チャンスだ。

　なんとか理由をつけて、春花ちゃんにも残ってもらえたら、ふたりきりになれる。

（でも、どんな理由がある!?）

　大体、正社員の私が帰って春花ちゃんに頼むわけにはいかない。

（どうしようかなぁ）

「……ちゃん、結実ちゃん」

「あっ、はい！　すみません。なんですか？」

　いけない。考え込んでいて、黒川さんの呼びかけに気づかなかった。

「どうしたの？　ぼんやりして。珍しいね。なにかあった？」

「いえ、そんなことは――」

　紫藤さんが否定しようとする私の言葉を遮った。

「疲れてるんじゃないか。そろそろ休憩も終わる。予約の確認はできてるのか？」

　紫藤さんがぶっきらぼうに吐き捨て事務所を出ていく。意外な態度に驚いていると、それは黒川さんも同じように思ったようだった。

「珍しいね、紫藤があんなに感情を出すのは」

「はい……」

　はい、と同意したものの、紫藤さんが不機嫌そうに振る舞うのは最近よく見る。しかも、春花ちゃんが来てからその傾向が強い気がする。もしかして、紫藤さんは気になる女の子に積極的に接することができないタイプなのだろうか。私が集めていた『キャラクター情報』は、あくまでも私が実際に接することで得たものだから、私に対する反応だ。『攻略対象者』たちにとって、私は単なる同僚。仮に本当に紫藤さんが気になる女性に素直に反応できないタイプだったら、私にはそんな側面を見せなかったのも不思議ではない。確信は持てないけれど、もし紫藤さんがそういうタイプだったら、少々強引にでも春花ちゃんとふたりきりにした方がよさそうだ。

　これまで紫藤さんの行動や反応だけが鈍かった理由が急に理解できたような気がして、私は俄然やる気になった。

（まず、今日紫藤さんがひとりになるチャンスを活かさないと）

　でも、どうやって……？　思考は同じところを廻る。だけど、それは思いのほか簡単に解決した。

　突然の大雨。屋根を叩きつけるような雨音に、それまで和やかに談笑していたお客さんたちも会話を中断した。

「やだ。雨？　洗濯物干したままにしてきちゃった」

「私、子供を駅まで迎えに行かなくちゃ」

　口々にそう言い慌てて立ち上がると、急き立てられるように会計を済ませて帰路についた。

　すべてのお客さんが帰った後、スマートフォンの通知音があちらこちらで鳴り響いた。

「大雨警報……しばらく続くらしいですよ」

　いち早くスマートフォンを確認した黄島くんが眉を顰めた。

「僕、猫が心配です。うちの子、風の音嫌いだから」

「今日はもう閉めるか」

　黒川さんは少し前に会合へと出かけており、警報が出たこともあって紫藤さんは店を早く閉めることにした。その言葉に、赤塚さんがアタフタと帰り支度を始めた。

「俺、洗濯物干したまま来ちゃったから、ごめん！　お先！」

　風のように赤塚さんが去ると、すぐに黄島くんも続く。

「僕もすいません～！　お疲れさまでした～」

　慌ただしく帰るふたりを見送ると、白洲さんも申し訳なさそうに口を開いた。

「ごめんね、姉を迎えにいかなきゃならなくなった。ふたりを送ってからにしたかったんだけど……」

　ふたりをとは言いながらも、名残惜しく春花ちゃんを見つめる白洲さんのスマホがまた鳴った。

　ため息をつき画面を確認すると、「姉だ――。ごめん、後はよろしく」と残して急いで店を出た。

（こんなことってある!?　今しかない！）

「あの！　紫藤さん、春花ちゃんを送ってあげてください。コーヒー豆の受け取り、私がやりますから」

「は？」

　私の提案になにか言いかけた紫藤さんだったけれど、思うところがあったのか声が途切れた。今がダメ押しのチャンスとばかりに言葉を重ねた。

「家の方向一緒じゃないですか。春花ちゃんは一人暮らしで迎えにくる人いませんけど、私はコーヒー豆を受け取ったら家族に迎えにきてもらえるんで！」

　一気に話しきると、紫藤さんが頷いた。

「――わかった。用が済んだらすぐに迎えにきてもらえよ」

「はいっ」

「これ以上雨が強くなる前に帰るぞ」

　紫藤さんが春花ちゃんに向かってそう言うと、またあの感覚が私を襲った。

　ふたりの姿に、少女漫画のようなゲームのふたりが重なる。

（やった！　紫藤ルートのイベント発動できる！）

「じゃあ、結実ちゃんも早く帰ってね～」

　紫藤さんの後ろについて店を出ようとしたところで、春花ちゃんが振り向いた。

　控えめに差し出した右手の親指がグッと力強く立っていた。

　ドアの向こうにふたりが消えると、私は急いで事務所に向かった。タブレットには新しいイベントが出てきている。

（うまくいきますように……！）

　そう心の中で強く願い、画面をタップした。

　ほどなくして納品予定のコーヒー豆も届いた。雨の影響で箱は少し濡れていたけれど、中身には問題ないようだ。これで心置きなく帰れるわけだけれど、どうしてもイベントの進展具合が気になる。

　いそいそと自分のデスクに座ると、タブレットを取り出す。

　ふたりがどんな行動をし、どんな発言をしたのか等の詳細を知ることはできないけれど、紫藤さんの好感度の推移で大まかな結果を知ることはできる。ドキドキしながら『キャラクター好感度』をタップする。

「……えっ？」

　紫藤さんの好感度は、上がっていなかった。

「え？　嘘でしょ。イベント失敗？」

　何度も更新しても、ハートは紫藤さんが春花ちゃんと出会った日に増えたひとつだけだ。

「なんで……？」

　個別ルートがこんなふうに不発になるなんて。

　一体なにがあったというのだろう。

　不安に駆られた私は、これまでかき集めた情報の見直しを始めた。










　意識がゆっくりと浮上したきっかけは、頬に柔らかいなにかが触れたからだ。

（なんだろう……）

　頬に触れたものの正体が気になって手を動かすと、まぶたが明るい光を感じた。その眩しさに一気に頭が冴える。すると、顔のすぐ傍に誰かがいる気がした。

「……っ！」

　誰かが息を呑んだ気配に目を開けると、目の前にあったタブレットの明るい光が目に刺さるようだった。

　眩しかったのはタブレットのバックライトだったようだ。手を動かした時に画面に触れ、画面が明るくなったらしい。

　あれこれ調べているうちに、眠ってしまったらしい。

（今何時だろ）

　デスクに突っ伏していた体を起こそうとして、覆いかぶさるようにデスクについた腕に気がついた。視線を上げると、思いのほか近くに切れ長の瞳がある。

「紫藤さん……。どうしてここに？」

　すると、紫藤さんは小さくため息をついて体を起こした。

「――送る」

「えっ？　わざわざ戻ってきたんですか？　春花ちゃんは？」

「心配しなくても、ちゃんと送ってきた」

　そうそっけなく言う紫藤さんに、私はなおも質問を重ねる。

「送っただけですか？　ほら、あの……お話。そう、お話！　春花ちゃん、紫藤さんと打ち解けてないの気にしてましたよ。せっかくの機会だから、もっと親しくなるとか――」

「――俺は！」

　いつもクールで、感情を顔に出さない紫藤さんが珍しく声を荒げた。

「な、なんですか？」

「俺は……。いや、いい。もう遅い。送るから帰る準備をしろ」

　そう言われて事務所の掛け時計を見ると、なんと夜の十時を過ぎていた。

「もうこんな時間！　バスが！」

　九時を過ぎると、バスの本数が一気に減るのだ。

「だから、送るって。ホラ、早くしろ」

　攻略対象者とこんなふうにふたりきりになるのは避けたいのだけれど、そんなことを考えている間に、紫藤さんは私の鞄を持つと壁にあるセキュリティシステムの扉を開けて操作をし始めた。

「えっ、ちょっと待ってください。まだ荷物が……」

　デスクから手帳やペン、タブレットを持とうとして画面に映し出された白洲さんが目に入った。

　優しい微笑みを浮かべてケーキを作っている姿だ。これまでのイベントや攻略対象者の好感度推移を確認して紫藤さんの対策を練っていたのだけれど、その最中に眠ってしまったらしい。

（紫藤さんは好感度上がらないから、こんなイベント画像もないしな……）

「お前、いつもそのタブレット見てるよな」

「あっ、すいません。すぐ用意します」

　急かされたように思え、慌ててホーム画面に戻るとロックをかけた。

「いや、そうじゃなくて……それってさ」

「それ……タブレットですか？　もしかして、なにか見ました!?」

「……いや、なんでもない。行くぞ」

　鞄を受け取ろうとしたのに、セキュリティを作動させるとそのまま出口へと向かう。私はタブレットを持ったまま、慌てて紫藤さんの後を追った。

（びっくりした。タブレットのこと言うから、なにか見られたかと思った）

　車に乗ってからも、紫藤さんはムスッとしてなにも話さない。

　帰れるはずだったのに、またひとり送るはめになってイラついてるのかもしれない。

「あの……ごめんなさい。紫藤さんまで帰るの遅くなってしまって」

「別に、そんなのはいい」

「でも……」

　急にこちらを向いた紫藤さんに、言いかけた言葉を呑み込む。突然の行動に驚いていると、紫藤さんの上体がグンと近づいた。手が私の頬をかすめるように動く。なにが起こるのかと体を固くしている私をよそに、シートベルトを引っ張るとカチッと座席横にはめ込んだ。










「春花ちゃん、昨日大丈夫だった？」

　赤塚さんが出勤するなり、春花ちゃんの傍に駆け寄った。少し遅れて出勤した黄島くんが、そこに割り込むといういつもの朝だ。

「赤塚さん、どいて！　雨だったのに、送ってあげられなくてごめんね。怒ってる？」

　楽天的な赤塚さんと、天真爛漫な黄島くんは基本的にグイグイとアピールをする。そのため、好感度は上がりやすい。ゲームを飽きさせず、簡単に攻略できるキャラがいて、初心者でもある一定の満足度を得ることができるようになっている。赤塚さんと黄島くんは所謂『楽なキャラ』だった。その点、黒川さん、白洲さん、そして紫藤さんの三人は駆け引きも必要なところがあり、少し難易度が上がる。

（それにしても……紫藤さんの難易度高すぎでしょう）

　個別ルートも先へ進むどころか、入り口で頓挫してしまった。そうなってはどう進めたらいいのかわからない。

「あっ、紫藤さん。昨日は送ってくださって、ありがとうございましたぁ」

　春花ちゃんは赤塚さんと黄島くんを押しのけ、紫藤さんに駆け寄った。

（好感度にまったく動きがなかったのに、春花ちゃんたら、なかなかの強きょうメンタルだわ……）

　そう感心していると、白洲さんがやって来た。

「ごめんね、先に帰ってしまって。コーヒー豆の受け取りもありがとう。帰りは紫藤が送ってくれたんだね」

「ええ。家の方向同じですし」

　つい言い訳めいた話し方になってしまったけれど、いつも穏やかな白洲さんは機嫌が悪くなったような素振りもなかった。

（白洲さんて、いつもニコニコ優しいから紫藤さんと逆の意味で本心が見えづらいけど、醸し出す空気が柔らかいから話しやすいのよね）

　でもここは心を鬼にしなければならない。私は気持ちを引き締めて、白洲さんに買い出しや季節メニュー表のデザイン相談を持ち掛けて春花ちゃんから少し遠ざけた。白洲さんは少し驚いていたけれど、快くその用事を聞いてくれた。

（少し、心は痛むけれど……）

　いくら紫藤さんをたきつけても好感度が上がらないのなら、他のキャラクターの行動を少し邪魔することで、紫藤さんと春花ちゃんが接しやすい雰囲気を作ろうと思ったのだ。

　紫藤さん以外の全員を私ひとりで遠ざけるのは無理があるけれど、春花ちゃんにとっては眼中にない赤塚さんや黄島くん、黒川さんは邪魔しなくても問題ないと判断した。

　問題は、白洲さんだ。今回の『ヒロイン』の性格や好み、接し方が白洲さんと相性が良いのだろう。難易度が高いキャラクターでありながら、比較的簡単に好感度が上がっている。ならば、少し白洲さんと春花ちゃんの間の距離を遠ざけようと思ったのだ。

　それは、うまくいっているように見えた。

　白洲さんは元からコミュニケーション上手ということもあり、よく話しかけるようになった私をも自然と受け入れてくれた。きっと内心はもっと春花ちゃんと話したい、近づきたいと思っているだろうに。それを考えると胸が痛む。

（さすがにこれだけ白洲さんの邪魔をしたら、紫藤さんと距離が縮まってるんじゃないかな？）

　期待に胸を膨らませて好感度を確認して、私はまた挫折感を味わった。

　どうしたことか、紫藤さんの好感度は、まったく動きがない。春花ちゃんと一緒に過ごす時間を増やしたというのに、だ。それどころか、なんだかんだ用事や相談で足止めし、行動を邪魔した白洲さんの好感度が減っているではないか。

「どうして……」

「結実ちゃん、頼まれた物持ってきたけど」

　大好きな春花ちゃんと過ごす時間が減ったにもかかわらず、白洲さんは嫌な顔ひとつせず、私を手伝ってくれていた。

「ありがとうございます」

「他に手伝えることある？」

　本当は春花ちゃんと話したいだろうに、こうして私にまで気を遣ってくれるのを利用してしまった。白洲さんの質問に、私は首を振った。

「ううん。最近忙しくて白洲さんにたくさん助けてもらってましたけど、もう落ち着いたので大丈夫です。ありがとうございました」

「僕たちも結実ちゃんに頼ってばかりだからね。いつでもなんでも言ってくれていいんだよ」

　そう言いながらも、白洲さんの表情が明るくなった。その後すぐに春花ちゃんのところに向かう後ろ姿を見て、白洲さんの想いがまだ春花ちゃんに向かっていて、好感度の回復も見込めそうなことにホッとする。

（紫藤さんがなかなか靡かないうえに白洲さんまで離れたとあっては、春花ちゃんに怒られるところだった……）

　ふたりが久しぶりに長く話し込むのを見て、大きく息を吐く。安堵に頬が緩みそうになりながら振り返ると、そこにあったなにかにおでこをぶつけた。

「大丈夫か」

　いつの間にかそこには紫藤さんが立っていたのだ。ぶつけたおでこをさすりながら、抗議の眼差しを向ける。大丈夫かと聞くなら、気配を消して真後ろに立たないでほしい。そんな視線になにを思ったのか、紫藤さんは大きな手を私の頭にポンと置いた。

「――あまり無理して笑うな」

　そう言って何度か私の頭をポンポンすると、厨房に行ってしまった。

（いや、だから……なにが？？？）






（紫藤さんってこんなに攻略が難しいキャラなの!?）

　一向に上がらない好感度に、私は内心焦っていた。まかせろと言わんばかりに協力を約束した手前、春花ちゃんが私を見る目も冷たい気がする。

「どうしろっていうのぉ～」

　長い梅雨が明け、連日夏日を記録していた。カフェを囲む緑も濃くなり、日差しが作るコントラストが鮮やかで、私の大好きな季節だ。

（イベントが盛んな季節でもあるけれど、まずふたりの距離が縮まらないと怖いなぁ……）

　これまで何度か好感度が足りないとわかりつつも、発動させたイベントがことごとく失敗したことがトラウマになりつつある。

　夏は花火大会に海水浴、ＢＢＱや夏祭り等イベントが目白押しだ。

（白洲さんは早速どれかのイベントこなしそうな雰囲気なのに……）

　さて、どうしたものか。

　パソコンを打つ手をしばし止めて、外を眺めながら今後の事を考えていると、険のある声が飛んできた。

「全然紫藤さんと距離が縮まらないんですけどぉ」

　まるで考えを読まれたかのような言葉に、ビクッと肩が飛び上がった。

　振り返ると、そこには天使のような笑顔の春花ちゃんがいた。

（でも目は笑ってないけど……！）

「お、おはよう～。春花ちゃん」

「ねぇ、全然紫藤さん靡いてくれないんですけどぉ。協力してくれるって言ったじゃん～」

　じっとりとねめつける視線に、思わず目を逸らしそうになる。

「言ったけど……。最近白洲さんといい感じじゃない？　だからてっきり、白洲さんと付き合うことにしたのかなぁ～って」

　もういっそそうしてくれないかな、という希望を込めつつ、聞いてみる。

「それはぁ～。うん、彼王子様みたいですっごく素敵なんだけど……。紫藤さんもまだちょっとチャンスあるかなぁって。なんていうか、うまくいきすぎても面白くないことってない？」

「は？　これまでの私の――」

　私の苦労は……言いかけて、慌てて手のひらを口にあてた。

「え？　私の、なぁに？」

「い、いや、私は恋愛経験ないから、よくわからない感覚だなぁって思って」

　ごにょごにょ言うと、春花ちゃんはそんな言い訳でもすんなり信じたようだった。

「う～ん。結実ちゃんってそんな感じよね。奏そうくんからは、今度花火大会に誘われてるの」

（奏くんって、白洲さんのことよね？　いつの間にか、名前呼びになってる。しかも、花火大会って……『個別イベント』の条件が揃ったってことか）

　紫藤さんに送ってもらった大雨の日、あの日タブレットをいつも見ていると指摘されてから、皆の前ではあまりタブレットを見ないようにしていた。そんなことはないだろうと思いつつも、この世界が『乙女ゲーム』で、私が『ゲームマスター』であることを、疑われているんじゃないかと思ったから。普通だったら、自分が生きている世界がゲームだとか。自分がその中の重要キャラクターだとか、そんなこと思うはずがないのだけれど、そう疑ってしまうほど、紫藤さんの行動や好感度の上がり方がイレギュラーだから。

（念には念をと思って見ないようにしてたけど、白洲さんの『個別イベント』はチェックしなくちゃ）

　呼び方やデートの話からするに、春花ちゃんも白洲さんにかなり気持ちは傾いているんだろう。それでも、なかなか自分に靡かない紫藤さんも、気になる。

（追いかけられたら追いかけたくなるっていうのは、こういうことなのかな？）

「紫藤さんにもチャンスあるってことは、白洲さんとの花火大会は行かないの？」

「それは行くよぉ。ただね、奏くんに誘われて、店の外で紫藤さんとも会える機会があったら、違う展開もあるかなぁって思ったの。だからね、お休みの日、店の皆で海に行くっていうの、どうかなぁ？」

「海？」

「そう！　普段と違う場所で、制服じゃない姿を見たら、違う感情が湧くかもじゃな～い？」

　なるほど。確かにそうかもしれない。

　そんな話をしているところに、黒川さんがやって来た。

「楽しそうだね。なんの話？」

「あっ、店長～。今ね、せっかく夏だし、皆で海に行きたいねって話してたんですぅ。ね～結実ちゃん！」

「え？　私？　う、うん」

　急に話を振られ、慌てて頷く。

「いいね。桃瀬さんもすっかりなじんだし、定休日使ってレクリエーションでもするか。おじさんも乗っていいならだけど」

「店長は全然おじさんじゃないですよぅ～」

「レクにするならただの海水浴じゃなく、ちゃんと場所を借りてＢＢＱもやろうか」

　黒川さんが名前を挙げたのは、メディアでも人気のリゾートキャンプ場だ。今話題のグランピングもできるため、施設も整っている。そのため、春花ちゃんのテンションは爆アガリだ。

「きゃあ～。そこがいいですぅ！」

　そこに、ディナータイム前の休憩のため、他のスタッフが続々とやって来て話に加わり、話はトントン拍子に進んだ。春花ちゃんの企画を気に入った黒川さんの提案で、海水浴はスタッフの親睦を深めるためのレクリエーションということになり、費用は店がもつことになった。

「この人数だと、車も最低二台必要だね。俺と……紫藤、出せる？」

　黒川さんに聞かれ、それまで黙っていた紫藤さんが面倒くさそうに口を開いた。

「俺、行くなんて言ってませんけど」

「えぇ～っ。行きましょうよぉ。せっかく新しい水着買うのに～。ね～、結実ちゃん」

「え!?」

　予想外の急展開に、私の喉から素っ頓狂な声が漏れた。

「私だけじゃ恥ずかしも～ん。一緒に買いに行こ！」

　私の腕を掴み、ねだるように引っ張るその力はなかなか強い。

（そんな話聞いてませんけど！　ね～、ってことは、私も買うの!?　あなたのイベントのために、私が自腹で水着買うの!?）

「えっ、春花ちゃん。み、水着着るの？」

　水着と聞き、黄島くんがわかりやすくソワソワし始めた。

「そうだよぉ、黄島くん。海に行くんだもん。黄島くんも水着持ってきてね！」

　私の手を掴みながら、黄島くんににっこり微笑む姿は愛らしい。黄島くんたちは、春花ちゃんの細くかよわい指が私の腕を締めつけているなんて思いもしないだろう。

「わ、わかった……。一緒に買いにいこう」

　腕の痛さに音を上げる。

（痛い～。もういいや。一番シンプルで安いの買おう……。Ｔシャツに短パンみたいなヤツ）

　そんな考えが伝わったのか、一度緩められた腕が再び締めつけられた。

「お揃いのビキニ買おうね。春花、欲しいビキニあるんだぁ」

「お、お揃い!?」

　私の混乱もよそに、周りは春花ちゃんの発言に飛びついていた。

「もう買いたい水着決まってるの？」

　平静を装っているけど、赤塚さんの頬が緩んでしまっている。もう頭の中は春花ちゃんのビキニ姿に違いない。

（――巻き込まれる人の気も知らないで～！）

「そう。これだよ～」

　スマホを取ろうとした春花ちゃんが、やっと私の腕を離してくれた。掴まれたところが赤くなっていたけれど、今はビキニのデザインが気になる。それは皆も同じようで、皆春花ちゃんの手元に注目していた。

（……紫藤さんまで……。珍しい）

「コレ！　カラーも豊富で可愛いの～」

　スマホ画面にあったのは、ホルターネックで背中とお尻の上がリボンになっている可愛らしいデザインのビキニだった。

（布の面積はそれなりにあるけど……私には絶対似合わないってば！）

　ビキニということもあり、胸もお尻もそれなりに強調されるものだ。つい春花ちゃんの方を見てしまう。ヒロイン仕様のふんわりと膨らんだ胸に、くびれた細い腰、そして制服のスカート姿でもわかる、丸く上がったお尻。

（それに比べて……）

　自分の胸を見下ろして思わずため息が出る。

　胸もお尻もペタンコ。その上、下腹がポコッと出た幼児体型だ。

（ぜっっったい似合わない……！）

　絶望的に似合わないとわかっているビキニを買わなくちゃいけないなんて、なんて苦行だろう。

「確かにこのピンクは春花ちゃんに似合いそうだね。結実ちゃんは……小柄だからハッキリした色がいいと思うよ。この深いブルーが似合うんじゃないかな」

　白洲さんは優しい。赤塚さんと黄島くんが春花ちゃん一〇〇％の会話をしている中、コンプレックスの幼児体型を、小柄とフォローしてくれた。しかも、私に似合いそうな色まで考えてくれている。

（深いブルーって言ったけど……でもこれ、所謂スク水色ですよね……）

　どう反応していいかわからず、私はへらっと笑うしかできなかった。

　ただ、話はどんどん進んで形になっていくけれど、現時点で黒川さんの車一台だけしかない。白洲さんの車はお休みの日お姉さんが使うことが多いみたいだし……。チラリと紫藤さんの方を見ると、なぜか目が合ってしまった。

「……なに？」

「いや、あの……やっぱり行かないのかなぁーと思って」

「行かないなんて言ってないけど」

「え？」

　乗り気ではなかったはずの紫藤さんが、いつの間にか前向きになっていた。

「皆家バラバラですし、一旦店集合でいいですか？」

「やったぁ～！　春花、紫藤さんの車に乗る～っ」

　紫藤さんも参加を表明し、春花ちゃんは大喜びだ。そんな春花ちゃんに、すぐに赤塚さん、黄島くんが続くと、黒川さんが苦笑した。

「紫藤の車は人気だな」

「私、黒川さんの車にお願いします。会計もありますし」

　店の経費でやるレクとなれば、事務を兼ねている私の出番でもある。

　そして、私の出番といえば『イベント』の発生。

　今回のＢＢＱは、たくさんある夏のイベントの中でも大きいものだ。『攻略対象者』全員が参加で、ところどころで一緒にバナナボート、ナンパトラブル、ドリンク買い出し、日焼け止めを塗ってもらう等々、小さな『個別イベント』が発生する。それはその時々の選択結果や、条件、そしてもちろん好感度も大きく関わる。

（その好感度が問題なのよねぇ……）

　一体どうしてこの一番大きなイベント発生条件が揃ったのかと、タブレットのロックを解除した。慣れた手つきで人差し指を滑らせて画面をスクロールしていると、驚きで指が止まった。

（紫藤さんの好感度がひとつアップしてる……）

　私が見ていた範囲では、彼からハートが飛んだ様子はなかった。見逃していたのかもしれないけれど、きっと私の知らないところで紫藤さんと春花ちゃんの間になにか進展があったと考えるのが妥当だろう。

（でも、こんなに急に……この数ヶ月、まったく動きがなかったのに？）

　しばし考えて、ハッと気づいた。

（まさか、水着!?）

　今日いつもと違う反応があったと感じたのは、春花ちゃんが買いたいと言っていた水着画像を見せた後だ。

（紫藤さん、セクシー路線が好みだったのかぁ～）

　これまでのリサーチはなんだったんだろう……私は大きくため息をついた。

















三












　レクリエーション当日は雲一つない快晴となった。

　車はスムーズに進み、予定より早く予約していたリゾートキャンプ場に着いたけれど、来てみるとすでにたくさんの人がいた。

「まだ早い時間ですけど、結構混んでますね」

「キャンプ場だから、昨日から泊まっている人も多いと思うよ」

　車から荷物を下ろしていた白洲さんが応えた。

　紫藤さんの車にはもうひとり乗ることができたけれど、気遣い王子白洲さんが幹事側に回って手伝いを申し出てくれたのだ。

（本当は春花ちゃんの傍にいたかったと思うんだけど……）

　その春花ちゃんが乗った紫藤さんの車は、春花ちゃんの遅刻により少し遅れて到着する予定だ。

「紫藤の車が着いても、さすがにまだＢＢＱには早いな」

　時刻はまだ午前九時だ。皆が揃うまでに、先に手続きをして借りたテントに荷物を運ぶことになった。

「車を駐車場に置いてくるよ。荷物、ふたりで持っていける？」

「はい」

　荷物とは言っても、食材を始めほとんどはキャンプ場で用意してもらえた。持っていくのは飲み物や自分たちの着替えなどだ。とはいえ、女子はなにかと荷物が多くなる。化粧ポーチやタオルに日焼け止め、水着などで膨らんだ私の荷物を見て、白洲さんが手を差し出した。

「持とうか？」

「大丈夫です。大きさほど重くないんで」

　ただでさえ飲み物を持ってくれているのに、これ以上は甘えられない。

「それにしても、荷物多いね」

「水着とかタオルとか入れたらかさばっちゃって」

「そうかぁ。女の子は大変だね。男は服の下に穿いてくるヤツが多いんじゃないかな」

　女性の水着はそのデザイン性などで、服の下に着用できないものも多い。今回も、春花ちゃんが選んだ水着は背中とお尻上に大き目のリボンがついたデザインのため、服の下に着ると変な膨らみができてしまう。

「いいですね。私たちのはちょっとリボンが邪魔で……」

　そこまで言うと、察しのいい白洲さんは「ああ」と頷いた。

　結局、似合わないとわかっていても春花ちゃんと色違いの水着にしてしまった。『ヒロイン』の要望は無視できない。色は白洲さんが言うところの深い青――所謂紺色にした。スク水の色で、日本人なら誰でも似合う定番の色だ。一応、抵抗して他の色も試着してみたけれど、一番しっくりしたのが悲しいかな、紺色だった。

「結局、紺色にしたんです。他の色も試してみたんですけど、私地味だから似合わなくて」

　水着の話が気恥ずかしくて、自虐的な言い方になってしまった。

（流れとはいえ、どうして私お揃いのビキニなんて買っちゃったんだろう）

　借りたテントに着いて荷物を置き、頭を上げるとポフンとなにかに当たった。

「え」

　顔を上げると、頭に白洲さんの手が乗っていた。

「僕があの色を勧めたの、そんなふうに思った？」

　思いがけず真剣な目が向けられていて、なんだか居心地が悪い。

「いや……。そういうことはなくて……自分でそう思っただけで……」

　言い訳めいた言葉をごにょごにょ呟くと、頭をぽんポンと優しく撫でられた。

「結実ちゃんは色白だから濃い色が似あうと思ったんだよ。地味だからとか、そんな理由じゃない。わかった？」

　そんなふうに言われたのは初めてだった。

（さすが王子白洲さん、これはモテるわ……）

　優しさがくすぐったくて、思わず笑顔になる。すると、頭の上に乗っていた手がすぐに離された。

「なにしてるんだ」

　硬い声が響き、驚いてそちらを見ると、紫藤さんが白洲さんの腕を掴んでいた。

（デジャヴ……！）

　そう思ったのは、白洲さんもだったようだ。

「前もこんなことあったよね」

　そう応じる表情はいつもの穏やかなものだったけれど、白洲さんの声も硬い。

「前も言ったけど、僕に当たらないで自分が動けば？」

「当たってるんじゃない。お前がイラつかせるんだ」

　会話が見えない。一体なんの話をしているのだろう。状況がよくわからないけれど、テントの仲は確実に空気が冷たくなっている。

（あの……今真夏なんですけど！）

　この空気感をどうにかしたいと思っていると、外から能天気な声が聞こえてきた。

「ほら～！　赤塚さん、やっぱこっちじゃないですかー！」

「反対側にあるコテージだと思ったの！　いいじゃんか、着いたんだから！」

　どうやら赤塚さんが間違って反対側のコテージゾーンに行ってしまったらしい。道理で、車を移動させてから来たはずの紫藤さんの方が早いわけだ。

　この空気に困っていた私は、ホッとして外に顔を出す。すると、春花ちゃんと赤塚さん、黄島くんがこちらにやって来たところだった。

　春花ちゃんは淡いピンクのサマードレス姿で、その華やかさは登場しただけで早速周囲の注目を浴びている。

「おはよう、春花ちゃん。その服似合ってるね」

「うれしい～。ありがとぉ～」

　白洲さんに褒められて春花ちゃんはクルリと回ってみせた。薄く軽やかなスカートがふわりと広がる。

　こんなふうに素直に「ありがとう」と言えるところが『ヒロイン』なのだろう。私は少し彼女のことを羨ましく思った。










「結実ちゃん、着替えに行こう～」

　全員が揃うと、私たちは早速更衣室に向かった。

　華やかなサマードレスを着て堂々と歩く春花ちゃんはヒロイン然として、たくさんの人の目を惹く。

　水着に着替えても、白のＴシャツにショートパンツを上に着こんで背中と腰をモコモコさせた私に比べて、春花ちゃんは堂々と水着姿で出てきた。

「やだぁ、結実ちゃん上に着ちゃったのぉ？」

　ふふっと鼻で笑う春花ちゃんに、私はへらっと曖昧な笑顔を返した。さすがにモデル体型の春花ちゃんの隣を水着姿で歩く自信はない。

「うん。ちょっと恥ずかしくて」

　それに、この後イベントに遭遇する予定なのだ。私は春花ちゃんの友人として、そのイベントの傍観者になる。なるべく目立たず、そのイベントをこなしたい。

（さぁ、どこからでもかかって来い！）

　臨戦態勢でビーチに出ると、早速男の子の二人組が近づいてきた。

（来た来た……）

　このふたりは、手にしたミネラルウォーターを春花ちゃんにかけ、おわびをさせてと自分たちのコテージに誘うのだ。ほら、手にはペットボトルを……。

（違う！　ミネラルウォーターじゃない！）

　私は驚きに目を見開いた。

　彼らが手に持っているのは、ミネラルウォーターが入ったペットボトルではなかった。

　透明のカップには琥珀色の液体と、上部には細かな泡がたっぷりと乗っていた。

（どう見てもビール！　嘘でしょ！）

　内心かなり動揺していたけれど、イベントのことを知らない春花ちゃんも、ビールを持った彼らもどんどん距離を縮めていく。

（来る？　来るの？）

　私は『アイテム』が変わっていることにソワソワしながら春花ちゃんの隣を歩いていた。

（もうすぐすれ違う……、もうすぐ……）

　そして肩が触れ合うかという距離、私の目の前でビールのカップが傾いた。

　パシャン――

「キャッ！」

「あっ、ごめんなさ……い？」

　思い切りかぶったアルコール分が沁みて、目が開けられない。

「やだぁ、結実ちゃん、大丈夫？」

「え……。春花ちゃん、平気？」

「平気よぉ。避けたもん。だってビールかかりそうだったからぁ」

（避けたんかい！）

　心の中で悪態をつくが、現実はそうはいかない。『メインキャラクター』ではない私は目立ってはいけないし、なにより目が痛い。

　私は春花ちゃんよりも身長が低い。本来はミネラルウォーターが春花ちゃんの肩に軽くかけられるはずだった。それが、彼女が避けたために隣にいた私はまともに顔で受けてしまった。シャツも体に張りついてしまって気持ち悪いし、苦手なアルコールの匂いが体から立ち上る。

（くさい……）

　アルコールが沁みた目からはボロボロと涙が出てくるし、最悪だ。

「うわっ、ごめんね。おわびするよ～」

　わざとらしい言い回しに、イラッとする。

（もう、いいからどっか行ってほしい）

　本来なら、『ヒロイン』が受けるトラブル。攻略対象者の誰かしらが現れるところだけれど、相手が私ではなにも起こるはずが――。

「そういうのいらないから、さっさと去れ」

　近くで声が聞こえたと思ったら、肩にタオルのようなふんわり柔らかいものがかけられた。

「この子俺の連れだから、お前らに用はない」

（この声は……紫藤さん？）

　まだ目が開けられない私は周りでなにが起こっているかもわからず、立ち尽くしていた。

「来い」

　背中に回された腕に力強く押され、おぼつかない足取りで歩く。それを不審に思ったのか、焦った様子で聞かれた。

「どこか痛いのか？」

「目、目にビールがまともに入っちゃって。歩くのが怖いんです」

　片手で目を覆うも、まだ涙が出てくる。きっとひどい顔をしているだろう。

（もう嫌だ……なんでこんなことに……）

　ビールなんて関係なく、泣きたい気分だった。すると急に膝裏になにか当たったなと思った瞬間、体が浮かび上がった。

「きゃぁっ!?」

「じっとしてろ。今シャワールームに連れていくから」
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　思いがけず顔の近くから声がする。びっくりして手をバタつかせると、温かいものに当たった。

（は、肌だ……！　まさか……？）

　恐る恐る手を上に上げると、さらりと指先になにかが触れる。

「そのまま肩に手を置いておいてくれ」

（髪……！　なんで私が上半身裸の紫藤さんに抱き上げられてるの!?）

　さっき紫藤さんはシャワールームに行くと言っていた。ということは、春花ちゃんといた場所から離れているということだ。

「ま、待ってください。春花ちゃんは？」

「あいつは平気だ。ビールの一滴もかぶっていない」

「でも……ひとりになっちゃったら。あの、ほら、ビールかけた男の人たちいたし。置いてきちゃダメですよ！」

　そう訴えると、紫藤さんの歩みが止まった。戻ってくれるのかとホッとしたのもつかの間、とんでもない発言が頭上から降って来た。

「すいません、シャワー借りたいんですけど。ええ、外でかまいません。汚れ落とすだけなんで」

　施設の人の返事を聞くと、紫藤さんはまたすぐに歩きだした。そして少しすると、「下ろすぞ」と言い、私を抱いたままゆっくり屈む。不安定な体勢になり、思わず肩に置いた手に力が入り、抱きつくような恰好になってしまった。それが不快だったのか、紫藤さんの肩がビクッと揺れる。

「ご、ごめんなさい」

「いや、大丈夫だ。足、つけられるか」

「はい……」

　自分の足でしっかりと立ち、シャワーヘッドを受け取ろうと手を伸ばす。

「ありがとうございます。あの、あとは自分でやります。目が開けばひとりで戻れます。だから、紫藤さんは春花ちゃんのところに行ってあげてください」

　水音はするのに、なかなかシャワーヘッドを渡してもらえない。

「水圧緩めにかけるぞ」

　その言葉とほぼ同時に、体にかけられていたタオルのようなものを外された。頭の上から、温かいシャワーの優しい水滴がかかる。私は手のひらを使って、目を洗った。どうやら目が開くまでは、ここを離れるつもりはないらしい。それならさっさと洗い流すまでだ。

「俺は向こうで待ってるから」

「すみません」

　Ｔシャツとショートパンツを穿いたままなので、シャワーで濡れるとなんだか気持ちが悪い。それでもビールの匂いを取りたくて、全身にシャワーを浴びてやっと目を開けることができた。

「ありがとうございます。もう、大丈夫です。だから春花ちゃんのところに――」

「あいつの傍には白洲がついてる。大丈夫だろ」

「白洲さんが……。そうですか……」

　せっかく更に好感度を上げられるチャンス。しかも水着姿の春花ちゃんとふたりきりになれるという場面で、なにをしているんだ紫藤さんは。結局、一番分が良い白洲さんを春花ちゃんのところに置いてきたなんて。

（それもこれも、私がビールを避けられなかったからだ……）

　自らの手でフラグを折ってしまったことに落ち込んでいると、目の前にパーカーが差し出された。

「えっと……。これは……？」

「俺の」

「いやいやいや。濡れちゃうじゃないですか」

　こんなのは厳しい夏の日差しですぐに乾く。後で海水浴をする予定だったのだから、濡れることだって想定済みだ。それなのに、有無を言わさず私に羽織らせる。パーカーがふわっと舞った瞬間、少しだけビールの匂いが鼻についた。

「これ……！　さっきも体にこれをかけてくれてたんですか？　どうしよう。ビールついちゃったみたいです」

「いいから、着てろ」

「でも……」

　なおも食い下がると、人差し指をピッと下に向けた。

「水着、透けてる。黒の水着に白のＴシャツだと、濡れたら透けることくらいわかるだろ」

　言われて自分の胸元を見下ろすと、濡れた白いＴシャツから紺色のビキニがしっかりと透けていた。濃い色だから尚更くっきりと見える。

「あわわわわ。す、すいません！　でもこれ、紺色ですけど」

　慌ててパーカーの前をギュッと掻き合わせると、両肩に紫藤さんの手が乗った。

「その色にしたのは、白洲が似合うって言ったから？」

　その声のトーンはそれまでより低かった。

「え？　いえ……ちゃんと試着して決めましたけど……」

「白洲のこと、そんなに気になる？」

「え？　……いや、別に……」

　否定しても重ねて尋ねる紫藤さんの様子を見て、私の心に不安が押し寄せる。

（やっぱり紫藤さんはなにか感づいているのかな……）

　そう考えてしまうと焦りが勝って、なにかうまく言葉にしようと思っても、きちんと返せない。

（どうしよう。ますます疑われてしまう）

「好きな子が、別の誰かを好きだったら……お前だったらどうする？」

　肩に乗った紫藤さんの手にグッと力が込められ、一気に私を腕の中に抱きしめた。

「え？　あ、あの……。し、紫藤さん!?」

「――俺は、その場から攫ってでも、自分のものにしたいと思ってしまう……」

　吐息と共に耳に入ってきた言葉は、とても切なく苦し気に震えていた。

「あの……あの……」

　一体どうしてこんなことになっているのか、全然頭が追いつかなくて、同じ言葉ばかりが口をついて出てくる。

「俺がこうしたら困る？」

「……こ、困ります」

　なんとか応えると、紫藤さんは大きくため息をついた。

「俺の方が困ってる。散々かき回しておいて……」

「え？」

　その言葉に、心臓がドキンと高鳴った。

『散々かき回しておいて』

（この人、やっぱり私がゲームマスターだって気づいてるんじゃ……？）

　なにも応えられずにいると、背中に回された手が緩んだ。

　体がゆっくりと離れていき、解放されたと安堵したのもつかの間、背中から移動した手が両肩に戻り、私の顔を覗き込むように体を屈ませた。

　切れ長の瞳が、じっと私を見据えている。

「俺の言ってる意味、わかってる？」

（どうしよう。なんて応えたらいいんだろう。どうしよう……！）

「おーい。紫藤、結実ちゃん。大丈夫？」

　黒川さんの声が聞こえ、ふっと空気が変わった。

　肩に置かれていた手は離れ、紫藤さんが体を起こすと、私の喉の奥からふぅ～っと息が漏れた。

（よ、よかった！　自白を免れた……！）

　息をするのも忘れていたのか、喉が苦しくて心臓がドキドキしている。

「く、黒川さ～ん！」

　足に力を入れると、声のする方に走った。

　結局、その後のＢＢＱは散々だった。心ここにあらずでぼんやりしがちだった私は、砂浜に肉を落とすわ、野菜を黒コゲにするわ。そんな状態だったものだから、海に入るのは止めた方がいいと諭され、せっかくのビーチも、ほとんどの時間をテントの中で過ごした。黒川さんが気を遣って、他のメンバーを外に連れ出してくれたので、ひとりの時間が持てたことがありがたかった。

　タブレットを確認すると、春花ちゃんは確実にイベントをこなしていた。それぞれが好感度を上げている。ただし、紫藤さんの好感度は止まったままだ。

「なにが散々かき回して……ですか。このゲーム散々かき回してるのは紫藤さんじゃん……」

　物思いにふけっていると、誰かが近づいてくる音がした。顔を上げると、鮮やかなピンクの水着を着た春花ちゃんがやって来るところだった。女の私が見ても見惚れるスタイルで、今私が来ている水着と同じデザインだとは到底思えない。

「結実ちゃん、温かいコーヒーもらえるぅ？」

「う、うん。ちょっと待ってね」

　キャンプ場に来る前に、紫藤さんがコーヒーをポットに用意してくれていた。それをカップに注ぎ、ミルク多めに砂糖を追加する。

「ありがとぉ～。結実ちゃんは春花がミルク多めって覚えてくれてるんだねぇ。嬉しい」

「そ、そりゃ、当然だよ」

　なんとなく今は、春花ちゃんを正面から見れない。ビールを洗い流し、紫藤さんのパーカーを着て戻った時の春花ちゃんの目がなにか言いたげで、でもなにを言わんとしているかはわかることもあって、ふたりきりになるのは避けたかったんだ。

「春花のコーヒーの好みは覚えてくれてるのに、なぁんで恋路の邪魔ばっかりするのかなぁ？」

（はい、キタ！）

　春花ちゃんがひとりで来たことからして、嫌な予感はしていた。でもコーヒーでもてなそうが目を合わせないようにしようが、そんなの春花ちゃんには関係ない。

「邪魔なんてしてないよ……」

「そのパーカー、紫藤さんのよねぇ？」

「そうだけど……」

　居心地が悪くなって語尾が小さくなってしまう。

「春花がビールかぶればよかったぁ」

「あれは、私が鈍くさかったからだよ」

　ごにょごにょと出る言葉がすべて言い訳がましくて、我ながら悲しい。

「結実ちゃん、協力するって言ってるけどぉ、結局結実ちゃんが春花と紫藤さんの仲をかき回してる気がするんだぁ」

「え」

　紫藤さんから発せられた言葉と同じことに、ドキリとした。
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『散々かき回しておいて』

『その場から攫ってでも、自分のものにしたい』

『結局結実ちゃんが春花と紫藤さんの仲をかき回してる気がするんだぁ』

　あの日から、紫藤さんと春花ちゃんの言葉が頭から離れない。

　私はずっと、紫藤さんがなにをしたいのは理解できなかった。春花ちゃんとふたりきりにしようとするとそれを避けるような行動をしたり、やっと条件が揃って発動できたイベントフラグをへし折ったり。私にしてみれば、『シナリオ』をかき回してきたのは紫藤さんの方だ。でも、今回紫藤さんの話が聞けて、彼の想いもまたわかった気がした。

　彼はきっと、一度まとまりかけたヒロインと他のキャラとの恋を、寸前で略奪するのが好きなんだ。恋愛ドラマにたまにある、デートや結婚式で恋敵の目の前からヒロインを連れ去るアレだ。

（ちょっと……ややこしい恋愛観ではあるけれど、そういうのが好きな女子もいるものね。できればもっと単純でわかりやすい恋愛観を持ってほしかったけれど……）

『キャラクター』には基準となる性格がある。例えば黒川さんは大人の魅力、白洲さんは王子様キャラ、赤塚さんはポジティブキャラで、黄島くんは弟キャラ。そして紫藤さんはクールキャラだ。ベースとなる性格はこのように分かれているが、彼らと日々を過ごし、ヒロインとこなすイベントの数々、その時のヒロインの選択などで、細かな性格や恋愛観が肉付けされていく。今回、紫藤さんは少々ややこしい恋愛観を持ち合わせてしまったようだ。

　現状、春花ちゃんが積極的に動いていない黒川さんと、動向の読めない紫藤さん以外のメンバーと恋人になる可能性はある。赤塚さん、白洲さん、黄島さん。その中で春花ちゃんが選ぶとしたら、白洲さんだろう。

　まとまりかけている白洲さんと春花ちゃんの恋。でも、春花ちゃんの心には、少し紫藤さんがいる。

（これって紫藤さんの恋愛観にバッチリマッチするんじゃ……？）

　となると、私にできることは……と考え、出した答えは、裏方に徹することだった。

「ブレンド運んで」

「すいませ～ん」

　紫藤さんとお客さんからほぼ同時に声がかかる。

「春花ちゃん、コーヒー運んでくれる？　私お客様のところに行ってくるから」

「はぁい」

　なるべく紫藤さんには接しないように、わざとらしくならないように。自分に言い聞かせるようにホールに向かった。

「追加注文お願いしたいんですけど……季節のパフェと、本日のケーキってなんですか？」

「マンゴーとパイナップルのトロピカルケーキです」

「あ、じゃあそれで」

「空いたお皿お下げしますね」

　厨房に入り洗い場に食器を置くと、奥に行き白洲さんに声をかけた。

「白洲さん、オーダーです。季節のパフェと、本日のケーキです」

「了解。――あ、結実ちゃん」

　洗い物をしようと振り返ろうとしたら、白洲さんに呼び止められた。「はい？」と顔を向けると、チョイチョイと手招きする。声が聞こえない距離ではないのに、一体なんだろうと思いながら近づくと、なおも手招きした。

「どうしたんですか？」

「紫藤となにかあった？」

「え!?」

　思わず大きな声が出てしまって、慌てて口を押さえる。白洲さんもシーッと口に人差し指をあて苦笑した。

「な、なにもないですよ。どうしてですか？」

「結実ちゃん、嘘ヘタすぎ。あいつをあんまり刺激しないでやって」

（刺激……？）

　むしろ、そうしないように避けていた私としては、避けたら避けたで刺激するという意味がわからなかった。

「避けてたら刺激しないと思うんですけど」

「やっぱり避けてるのはわざとか」

「あっ……」

　ひどい。誘導尋問に引っかかってしまった。恨めし気にジトッと白洲さんを見ると、笑いながら私の頭に手を伸ばし、直前でその手を止めた。

「……やっぱりやめておこう。殺されそうだ」

「え？」

　白洲さんが見ていた先に目をやると、ちょうど紫藤さんが視線を外したところだった。

「な、なんですかね？」

「さ、仕事仕事～。季節のパフェと本日のケーキね」

「あ、はい！　お願いします」

　白洲さんの言葉が気になったけれど、私も洗い物を済ませるためにその場を離れた。

（刺激するなって、どういうことだろう）

　それにしても、紫藤さんを避けていることが白洲さんにバレていたなんて。もっとうまくやれていると思っていた分、驚きは大きい。

　そこに満面の笑みで春花ちゃんがやって来た。

「結実ちゃ～ん。さっきありがとうねぇ。紫藤さんの用事代わってくれて」

「ううん。ちょうどお客さんも呼んでたし」

「それでねぇ、もらいに行った時レシピ見ちゃってぇ。新作の試飲も約束取りつけちゃった！」

「そうなんだ！　おめでとう！」

　すんなり進展していることに、少し驚いた。私は『シナリオ』に介入しすぎてしまっていたんだろうか。

「これからもその調子でよろしくねぇ」

　春花ちゃんはそう言い残すと、機嫌良くホールの仕事に向かった。春花ちゃんが満足しているということは、このままなるべく裏方に徹する方がいいのかもしれない。

　それ以来も、私はなるべく紫藤さんとの接点をなくすように動いた。

　ホールを黄島くんと春花ちゃんに任せ、事務仕事や掃除、銀行などの外仕事を積極的にこなしていると、気持ちが楽になった気がする。

　春花ちゃんはホールを任されることが良く作用してか、今まで以上に紫藤さんと過ごす時間が増えていた。

（まだ、紫藤さんの好感度に変化はないけど……）

　タブレットを見ては好感度の推移に変化がないのを見るのも、慣れてしまった。

　問題は、白洲さんと赤塚さん、黄島くんの好感度がマックスになりそうなことだ。

　好感度がマックスになると、『告白イベント』が発生する。そのイベントでどう返答するかは春花ちゃん次第だけれど、その返答がゲームのラストとなる。

　特定の『キャラクター』と結ばれた場合は、恋人エンド。告白してきた全員に曖昧な返事をして友人以上恋人未満をキープする逆ハーエンド。そして、全員を断る友人エンドがある。

　どのエンドになっても、そこから結果が覆ることはない。

（紫藤さんが奪い取るとしたら、告白の瞬間だと思うんだけど……。それにしても好感度の低さが……）

　その時、事務所のドアがノックされた。

　慌ててタブレットのロックをかけると、入ってきたのは黒川さんだった。

「結実ちゃん、紫藤か白洲に買い出し頼もうと思ってるんだけど、店のカード貸してくれる？」

「はい。なにを買うんですか？」

　黒川さんの手元にあるメモを見せてもらうと、結構な量の買い物リストだった。

「これ、ひとりじゃ無理じゃないですか？　私も行きますよ」

「じゃあ、どっちかに車出してもらってね」

（どっちかに……）

　今の私の選択肢はひとつだ。

　事務所を出て休憩室に行くと、そこに全員が揃っていた。

「白洲さん。買い出しお願いしたいんですけど」

「いいよ。結構多いね」

「そうなんですよ。だから、私も手伝います」

　私の言葉に白洲さんはなにか言いかけたけれど、「じゃあ行こうか」とキーを持った。

　車に乗りしばらくすると、白洲さんが口を開く。

「結実ちゃん、紫藤となにかあった？」

「……特になにもありませんけど」

　その返答に、白洲さんは小さく息を吐く。

「でも、俺が忠告した後も、あいつを避けてるでしょ」

「……それは……」

　白洲さんに紫藤さんと春花ちゃんのことを言うわけにはいかない。私はなにも言えず、口をつぐむしかなかった。

「結実ちゃん、あいつの気持ちに気づいてる？」

「……はい？」

　言葉が少なくなった私の頭に、白洲さんがポンポンと手を乗せる。

　気づかなかったけれど、これはきっと白洲さんの癖なのだろう。白洲さんは自分の恋も大切な時期だというのに、人のことまでこうして心配するなんて、本当に気遣いの人だ。もしかしたら、告白の最中に紫藤さんが乱入して春花ちゃんを奪ってしまうかもしれないのに。でも、そんなことを言うわけにもいかず、私は俯いてしまった。

　紫藤さんを避けているのも、春花ちゃんが紫藤さんに気持ちを残しているからだ。これは優しい白洲さんを裏切る行為でもある。そして、今もまた紫藤さんと春花ちゃんの距離を縮めるために、私は白洲さんを連れ出した。そんな時白洲さんの気遣いに触れて、罪悪感に胸が痛い。

　少し重苦しい空気のまま買い出しを終えると、すでに休憩時間の終わりも近づいており、皆ディナータイムの準備で休憩室を出払っていた。もちろん、白洲さんもまたディナータイムの準備があるため、買ってきたものの整理は私が請け負った。

　領収書と商品を確認していると、ドアがトントンとノックされた。きっと黒川さんだろうと思い、そのまま作業を進めていたが、入ってきたのは紫藤さんだった。

「……なにか手伝う？」

「いえ、あの……大丈夫です、紫藤さんだってディナーの準備があるんじゃないですか？」

「ドリンクはお客さんが来てからだからな」

「そ、そうですね」

　いたたまれない。

　領収書の数字も頭に入らず、商品もどこまでチェックしたかわからなくなってしまった。

　先ほどの車内に続き、今度もまた変な空気になってしまった。

（ゲームのラストに向けてお互い駆け引きもあるんだろうけれど、私を巻き込むのは止めてほしいわ……）

　こんなことが続いては胃が痛い。なにか理由をつけて、さっさと紫藤さんにここから去ってもらいたい。

（なにかいい手は……）

　すると、紫藤さんが予想外の言葉を発した。

「お前、白洲が好きなんだろう？」

「は？？？？」

　あまりに突拍子のない言葉に、フリーズしてしまった。

（お前って……私のこと？？？）

「私が、白洲さんを……好きってことですか？」

「そう聞いてる。あいつじゃなきゃダメなのか？」

「えっ、ちょっと、待ってください。違います。私が白洲さんを好きとか、そんなのは。だって、彼にとって私は『対象者』じゃないんです」

　口にしてしまってから、ハッとして両手で口を覆った。

（どうしよう、『対象者』だなんて。ただでさえ私は紫藤さんにゲームマスターであることを疑われているのに――！）

「対象じゃないって……どういうことだ？」

　にじり寄ってくる紫藤さんに対して、私は口を押さえたまま、必死に首を振った。

　どうか、これ以上聞かないでほしい。

「それでも白洲がいいのか？」

　肩に手を置き、紫藤さんはなおも言葉を重ねる。

　白洲さんに決めるかどうかは、春花ちゃんの意思だ。ここで白洲さんの名前を出すということは、やはり春花ちゃんの本命は現時点で白洲さんだと目星をつけているようだ。そこに、まさか私が白洲さんに想いを寄せているなんて勘違いをしていたなんて。これで、紫藤さんのここ数ヶ月の不審な行動の理由がわかった気がする。

　やはり私は、『シナリオ』に介入しすぎてしまったんだ。それなら尚更、今はなにも言うことはできない。

「私は……私は、白洲さんの恋人になりたいなんて、望んでません」

　それだけをなんとか震える声で伝えると、やっと紫藤さんが手を離してくれた。

「そんなに……大切なのか」

　――『シナリオ』のことだとしたら、そんなのは当たり前だ。このゲームを結末に導かなければ、私は『私』の現実のストーリーを始められない。自分のためにも、そして『シナリオ』に翻弄される『キャラクター』も、エンドを迎えることで現実の未来に向かえるのだ。

　私はゆっくりと、でも力強く頷いた。
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　紫藤さんの好感度が変わらないまま、赤塚さん、白洲さん、黄島くんの好感度がマックスに達してしまった。

　三人はどこかスッキリと前向きな表情をしていて、告白イベントが今日行われるのだろうと知った。さて、紫藤さんがどう出るか……そう思いながらこっそり観察しているけれど、一向に紫藤さんが動いた様子は見られない。

　この状況になぜかソワソワ気忙しいのは私だ。なにかに理由をつけては告白スポットである裏庭と、タブレットのイベント進捗状況を確認してしまう。事務所から告白の裏庭が見えるのはありがたい。

　そこに現れたのは、最初が黄島くん、そして赤塚くんだった。そのどちらも春花ちゃんが申し訳なさそうに頭を下げた。そこに乱入する紫藤さんの姿は見えない。

「やっぱり……白洲さんの時に動くのかしら」

　誰もいなくなった裏庭を見下ろしながらひとりごちる。すると、そこに白洲さんが現れた。少し遅れて春花ちゃんもやって来る。

　先のふたりには申し訳ないが、春花ちゃんが良い返事をするなら白洲さんだと思っていた私は、身を乗り出すように窓に頭をくっつけた。

　なにやら話した後で、春花ちゃんが赤塚さんと黄島くんにしたのを同じように頭を下げた。

（嘘！　恋人成立じゃないってこと!?）

　このままでは春花ちゃんは、赤塚さんと白洲さん、黄島くんとの逆ハールートになってしまう。一発逆転で、紫藤さんという可能性もまだ残っているけれど、白洲さんの告白イベントになっても、紫藤さんが裏庭に現れない。告白現場に乱入し、ヒロインを奪い去るならこんなにいいタイミングはないというのに、だ。

「おかしいなぁ……どうして紫藤さん来ないんだろう」

　やきもきしながら見ている中、白洲さんと春花ちゃんが握手を交わす。するとそこに、ココン！　と慌てたようなノックの音がして、返事も待たずにドアが開けられる。そこに立っていたのは紫藤さんだった。

「……紫藤さん！　どうしてここに」

　私の言葉に、紫藤さんは私がいた窓際まで足早にやって来た。

（まだふたりが裏庭にいるのを見られちゃう！）

　慌てる私をしり目に、紫藤さんが裏庭を見下ろした。

「……白洲を見ていたのか」

　ズバリ言い当てられ、小さく頷く。すると、一気に抱きしめられた。

「え!?　あの……！」

　驚きに上げた声は、紫藤さんの腕の中でくぐもった音になり、自分の耳にはおかしく響いた。

「対象じゃないって言ってたろ。諦めたなら、どうしてまだ白洲を見る。奪い取る気がないなら、どうして白洲を想い続ける」

　なにがどうしてなんのことなのかさっぱりわからず、どう答えていいかわからない私の口からは、声にならない音しか出なかった。

「白洲なんかより、俺にしろ」

（それは、春花ちゃんに言うべき台詞では……？　どうして、今私に対して言ってるの？　ていうか、苦しいんですけど）

　紫藤さんの見た目以上に逞しい胸に顔を押しつけられ、息が苦しい。この展開に混乱していると、腕の力が緩んだ。

　ホゥッと息をついた次の瞬間だった。

　紫藤さんの両手が私の両頬を包み、顔を上に向かせた。驚いてハッと息を吸った瞬間、私の唇に紫藤さんのそれが重なったのだ。

（なに？　これは、これは一体何事!?）

　見開いた目に飛び込んできたのは、紫藤さんの伏せた切れ長の目。頬を挟んだ大きな手は、後頭部に移動して私の頭を固定した。

　軽く唇を離され、息を吐くと間を置かずに、再び唇が重ねられた。それはさっきより深い角度で、強いものだった。

（なにこれ!?）

　我に返り、なんとか抵抗しようと手をバタつかせると、机の上にあったタブレットに当たってしまった。

　パキッという乾いた音を立て、タブレットが床に落ちる。その瞬間、紫藤さんの顔のアップで覆われた私の視界が、グワンと揺らいだ。

　ゲームイラストの紫藤さんが現れ、クールキャラとは思えないような情熱的な告白をする。戸惑う相手はヒロイン――じゃない。可もなく不可もない、地味な同僚――つまり、私だった。答えを出せずにいるその子に、熱っぽいキスを浴びせる。そのシーンが砂嵐のように乱れ、現実の紫藤さんが現れる。またイラストになり、そこに現実が重なり、視界が回り、また砂嵐になった……と思った瞬間、パキッとヒビが入り、そのヒビが視界全体に走る。やがてそれはまるで砂のように細かく割れて、散った。その後で視界に飛び込んできたのは、現実の紫藤さんのアップだった。

（紫藤さんにキスされてる……！）

　急にそう意識してしまい、心臓がドクンと大きく打つ。体中の血液が沸騰したように熱くなり、今触れている唇の感触が私のすべてを支配してしまった。いつの間にか右腕を掴まれていて、残る左手も何度か紫藤さんの腕を叩いてみたものの、力なんて入らない。大した抵抗なんてできず、経験のない私はされるがままだった。

　やっと唇が離された時には、恥ずかしさと息苦しさで顔に熱が集中しているのがわかった。きっと真っ赤になっているだろう。手足も力が入らず、膝が崩れそうになるのをなんとか踏ん張った。

　唇を離してくれたものの、まだ後頭部と腕を放してくれない。そんな至近距離で私を見下ろす紫藤さんの目は炎が揺らめいているように見えた。そんな目で見つめられると、胸のドキドキが止まらない。今までこんなことなかったのに、なんだか変だ。

「……やっと俺を男として意識したな」

「……ぇ……なんで……」

　やっと出した言葉が掠れるほど小さくて震えている。体の中を駆け巡る熱に自分を見失いそうになり、目を離そうとするけれど、後頭部に回された手がそれを許してくれなかった。

「なんでって……俺はずっとお前が好きだったからだよ」

　ただでさえ熱に翻弄されそうになっているのに、この言葉でまたもや心臓が焼けそうなほど熱く鼓動した。

「うそ……だって……」

「嘘じゃない。ずっと、ずっとだ。商店街のパン屋で会った時から、ずっと」

「私なんて、全然……可愛くないのに……」

　なぜだか泣きそうになってしまう。するとまた紫藤さんの顔が近づき、びっくりして目を閉じる。

「可愛いよ。真面目で、仕事熱心で、裏表がなくて、いつも人のために一生懸命で……」

　言葉ひとつひとつと共に、ついばむようなキスが落とされた。

　まさか、そんなふうに見られているとは思わなかった。だって、私にとって彼は『乙女ゲームの攻略対象者』で、絶対に好きになってはいけない人だった。しかも、『ヒロイン』の友人でありゲームマスターの私は、彼らの恋を導き、コントロールする側の存在だったのだ。

「おまけに、いつまで経っても俺を男として意識してくれなくて……。正直、焦りもあった」

「あ、焦り？」

「そう。お前が白洲に取られるんじゃないかって。白洲のこと、本当はどう思ってるんだ？」

「人として信頼はしてます……けど……。本当に恋愛対象じゃなくて……」

　これは本当だ。店のスタッフは白洲さんに限らず。全員にそういう感情を持っている。そこに恋愛感情は欠片もない。そう話すと、紫藤さんは唇の端を少し上げた。

「――俺も？」

「え、それは……あの……」

　再び顔に火がついたかのように、熱くなる。

　さっきまでは、そうだった。紫藤さんについても、人として好意はあっても、恋愛という点では皆無だった。さっきまでは。

　まるで、先ほどのキスで唇から伝わった熱が体中に巡ったかのように、熱い。紫藤さんの声が、手が、唇が、私に触れたところからなにか別の感情が吹きこまれるような新しいなにかが駆け巡っている。

「俺が好きって言ったの、迷惑だった？」

「あの……」

「俺がいきなりキスしたの、気持ち悪かった？」

「気持ち悪いなんてそんなことない……！」

　反射的に出た言葉に、紫藤さんがフッと微笑んだ。

「じゃあ、俺の想いに慣れて。本当はすぐにでも恋人になりたいけど、怖がらせたくないから……ゆっくりでいいから、俺の想いを受け入れて」

　浴びるほどの情熱的な言葉に、頭がクラクラする。でも、嫌悪感は一ミリもなかった。戸惑いも不安もあるけれど、この胸のドキドキは体をふわふわと浮き上がらせるような浮遊感を与える。これはつまり、男の人としても好意的に思っているということなんだろうか。

　しばし考えて、小さく頷く。

　すると、両手が背中に移動し、ぎゅうーっと抱きしめられた。

「よかった……。でもごめん。ゆっくりって言ったけど、もう一度キスがしたい」

「えっ」

　緊張に体を固くすると、抱きしめていた手が少し緩み、素早く唇が重ねられた。そのまま角度を変え、長いキスは続く。息がうまくできなくて紫藤さんの腕を叩くと、やっと離れてくれたけれど、足にも力が入らず膝から崩れそうになってしまった。すんでのところで紫藤さんが支えてくれたけれど、その時足元に画面の割れたタブレットがあることに気づいた。

（画面が割れてる……）

　もう、乙女ゲームのアプリは見れないのかもしれない。

　でももういいや。こんなめちゃくちゃなシナリオ、あのゲームにはなかった。『ヒロイン』に情報提供する友人が告白されるなんて。そんなシナリオ一体誰が思いつくというんだろう。

「紫藤さん」

「ん？」

「ゆっくり……。ゆっくりで、お願いします」

　そう言った途端に、また唇が塞がれた。また腕を叩いて抗議するも、今度はなかなか離してくれない。私は諦めて、紫藤さんに体を預けた。

「わかった。ゆっくりな」

　やっと終わったキスの後、しれっとそう言う紫藤さんを軽く睨む。

「睨むなよ。仕方ないだろう。俺はずっと我慢してきたんだ。キスくらいは許して」

「ん～……んんんっ！」

　答えに窮していると、またもや軽いキスをされてしまった。

　恋愛にまったく縁のなかった私に、突然こんなキス魔の恋人ができた。さすがにハードル高すぎじゃないだろうか。

　タブレットが壊れゲーム世界が崩壊した今、決まったエンドなんてもう存在しないんだ。

　イベントも好感度もわからない不安もあるけれど、望めばどんなに先の未来も一緒にいられる。

　でも、こんなにキスをされては初心者の心臓が持たない。

「お手柔らかに、お願いします」

「わかった」

　紫藤さんの手が私の髪を撫で、おでこに唇が押しつけられる。

　あ～、もう。ゆっくりも、お手柔らかにも、紫藤さんは全然わかってない。でも嬉しさで顔が笑ってしまって私ももうこれ以上は言えなかった。
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「あ～。やっとまとまったか。本当に結実ちゃんは鈍感で手を焼いたよ」

　カフェ・セゾンの休憩室で、タブレットを操作していた黒川は、安堵のため息をついた。

　高校から面倒を見てきた結実に恋人ができるのは、正直複雑だったけれど、紫藤にだったら任せられる。

「とにかくよかったよ。結実ちゃんには幸せになってもらいたいからね」

　黒川が画面の『エンド』をタップすると、『Congratulations! Happy End』とカラフルな文字が躍り、タイトルに戻った。

　アプリのタイトルは【隠れ家カフェは恋模様～森結実救済スピンオフ～】とある。黒川はそのままアプリのアンインストール作業も始めた。

「はい、アプリ削除。結実ちゃん、情報提供役からヒロインへの下剋上おめでとう」
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